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　新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、変異
種が次々に現れる今、多くの人々はこれからの社会
がどうなってゆくのか、不安をおぼえているでしょ
う。目を向けると、社会のいろいろな動きが見えて
きています。地域社会の衰退や格差社会の進行、身
近な家庭・学校、社会のあり方などです。これらに
立ち向かうためには、過去の歴史から学ぶことが、
たいへん重要です。
　先人が苦難を乗り越え、築いてきた歴史を知るこ
とは、これから生きてゆく上で大きな力になるはず
です。社会のあらゆる分野で活動してきた先人の努
力を、しっかり見つめ、考えて、生きてゆく力を育
てましょう。
　この教科書では、基本となる事実を示し、その事
実の背景となる時代の動きを記すようにつとめまし
た。わかりやすい文章で、正確に事実を伝える努力
をしてきました。これまでの実績に基づきつつも、
それを生かして、よりよい教科書をめざし編集しま
した。きっと皆さまの期待にこたえるでしょう。

　今日、災害・疫病や高齢化・過疎化などの厳しい
現実が課題となるなかで、持続可能で平和かつ多様
な社会をめざすことが求められています。見通しの
きかない状況下で、世界・日本や私たちが住む地域
社会のあり方を展望する際に、先人が築いてきた歴
史・文化・伝統を見すえる「知」から学ぶことが多
くあるといえます。
　この教科書では、多様な歴史資料にもとづきなが
ら、歴史の文脈をたどるとともに歴史的思考を深め
られるようにつとめました。
　どうぞ、どの時代からでも歴史に対して疑問をも
ち、自ら歴史資料を確かめ、調べ、考えて、歴史を
たずねてみてください。
　この「日本史探究」で学んだことが、これから皆
さんが生きていく上で、多様で豊かな経験にあふれ
た世界・日本や地域の歴史・文化をふり返り、あた
らしい社会の創成をめざす際の一助となれば、うれ
しく思います。

◦�『詳説日本史』の章立てに準拠し、内容と構成を簡潔に工夫しました。
◦�生徒が自ら読んで理解できるよう、歴史の基本的な流れを、わかりやすい文章で叙述しました。�
また、ふりがなを丁寧にふり、注も少なくし、本文の読みやすさを第一に考えました。

◦�史料の現代語訳や拡大画像などを参照できる69点の「2次元コード」。
◦�史資料をもとに解釈・説明・論述するための発展的な「読みとき」。
◦�生徒の興味をひきだすエピソードを紹介する75点の「Topic」。
◦�文化財や列島の多様性など、様々な観点を提供する8点の「特集ページ」。
◦�視覚的なイメージを持てる約720点の図版を掲載。
◦�教科書の判型を大きく（A5判→B5判）し、図版を大きくレイアウト。
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要点をおさえた、わかりやすい教科書。1

興味・関心を高める工夫と、豊富な史資料。2
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1 . 年代は西暦を主とし、日本の年号は（　）の中に入れた。明治 5 年
までは日本暦と西暦とは 1 カ月前後の違いがあるが、年月はすべ
て日本暦をもとにし、西暦に換算しなかった。たとえば天正14年
12月 1 日は、西暦では1587年 1 月 9 日であるが、1586（天正14）年
12月とした。改元のあった年は、その年の初めから新しい年号と
した。たとえば慶応 4 年は 9 月 8 日に改元して明治元年となった
が、この年のことはすべて1868（明治元）年とした。

2 . 史料引用はできるだけ必要な部分にとどめ、その際も前略・後略
は特別には記さなかった。また、読みやすく書き改めたところもあ
る。漢文・和様漢文・和漢混淆文は、原則として読み下した。法
令などの史料には、適宜、第何条にあたるかを示す数字をつけた。

3 . 国名は、次のように表記する場合がある。〔日本：日　中国：中　
韓国：韓　アメリカ：米　ロシア：露　イギリス：英　フランス：
仏　ドイツ：独　オーストリア：墺　イタリア：伊　オランダ：蘭　
ソヴィエト社会主義共和国連邦：ソ〕
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画像
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一遍上人絵伝（巻７） 　 69 ／洛中洛外図屛風 　 70 ／江戸図屛
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掲載史料中の 2 次
元コードから、現代
語訳を表示すること
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貝塚 　 9 ／木簡 　 36 ／鎌倉街道と切通 　 73 ／安土城跡 　 
110 ／八幡製鉄所 　 214 ／金本位制と管理通貨制度 　 234

（動画はすべて NHK for School のコンテンツです。）

くわしく●みてみよう（2次元コード）
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『高校日本史』は『詳説日本史』の章立てに準拠しています。

目次と配当時間例
高校日本史

「現代日本の課題の探究」では、身近な具体例
を取り上げて、学習のまとめをおこないます。

学習に便利な付録として、
新たに「干支、時刻と方位、
度量衡」を設けました。

各部の最初の章は、
時代の転換を意識した構成
にしました。

歴史資料と各時代の展望では、多様な史資料を活用し、
生徒自身が歴史を考察する力を養えるようにしました。

独自の歴史をもつ地域や、文
化財保護への関心を高める、
特集ページ（8テーマ）を設け
ました。

政治・外交と、経済・社会・文化で章を分
け、流れが分かりやすい構成にしました。

配
当
時
間
例

（
月
／
時
数
）

➡p.44〜45
➡p.46〜47

➡p.52

➡p.53

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

9
月

10
月

11
月

12
月

1
月

3

2

3

6

4

3

2

6

8

3

2

11

8

3

2

5

7

6

1
月

2
月

3
月

7

10

2

42 43
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近世への転換
16世紀なかば、ヨーロッパ人は海上航路を開いて

拠点をつくり、アジアの交易ルートに参入して、

日本に鉄
てっ

砲
ぽう

やキリスト教を伝え、増産された日本の銀を求めた。国

際的な交易が活発となり、外来の技術・思想にどう対応するかが、

戦
せん

国
ごく

大
だい

名
みょう

らに問われる時代となった。以後、有力な大名が領国の

統合を急速に進め、16世紀末には豊
とよ

臣
とみ

秀
ひで

吉
よし

が全国を 1つの政
せい

権
けん

のも

とに統合した。秀吉は新しい支配の仕組みを築き上げると同時に、

中国への侵
しん

攻
こう

を掲げて朝
ちょう

鮮
せん

侵略を強行し、明
みん

を中心とする東アジ

アの国際秩
ちつ

序
じょ

を大きくゆるがすことになる。

銀の交易と鉄砲伝来
1530年代以降、石

いわ

見
み

銀山などで銀が大幅に

増産された。中国の明は銀で税をおさめさ

せるようになっていたので、日本産の銀が大量に中国に流れこんだ。

そのかわりに中国産の生
き

糸
いと

などが日本にもたらされて、貿易が活発

になった。ただし明は民間の貿易を認めていなかったので、取締り

に対抗して武装した密貿易商人が活躍した❶。

天下人の登場1

▶p.103

▶p.110

近世の幕開け
世界やアジアの交

こう

易
えき

が活発になるなか、16世紀末には日本全国を統一しようと
する天

てん

下
か

人
びと

が出現した。政治や社会のあり方も変わり、近世という新しい時代
が始まったとされている。新しい時代はどのように幕を開けたのだろうか。

第 8 章

世界文化遺産
石見銀山

石見銀山は16世紀前期、博
多の商人神

かみ

屋
や

寿
じゅ

禎
てい

によっ
て発見され、 朝鮮から精

せい

錬
れん

技術の灰
はい

吹
ふき

法
ほう

が伝えら
れ増産を実現した。17世紀
初頭には日本の銀産出量は
世界の 3 分の 1 を占めたと
され、ヨーロッパ人は日本
を「プラタレアス（銀）の島」
と呼んだ。石見銀山は戦国
大名の争奪戦の舞台とな
り、やがて江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

が 直
ちょっ

轄
かつ

した。（▲ p.107）

Topic

❶彼らは中国人が多かったが、倭
わ

寇
こう

とよばれた（後期倭寇 ▲ p.92）。

116世紀の世界と日本人の
往
おう

来
らい

　オスマン帝国領の広が
りから、ヨーロッパ諸国は西
へ目をむけた。天

てん

正
しょう

遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

（▲ p.116）は喜
き

望
ぼう

峰
ほう

をまわり、
支
はせ

倉
くら

常
つね

長
なが

はメキシコから大西
洋を横断して、ヨーロッパを
めざした。0°（赤道）

●

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●
●●●

●
●
●
●●
●

●

●

●

●

●

●

●

3000km0

1583.11～12

1582.3～12

1582.2～1590.7

1611.6
1610.8

1611.3

1618.7 1618.4

16
20

.8

1613.10
1614.1

ポルトガル領
1600年当時

天正遣欧使節の航路（1582～90）

スペイン領 田中勝介の航路（1610～11）
オスマン帝国領

ローマ

太　平　洋

マドリード

リスボン

モザンビーク

喜望峰

ゴア

マラッカ

カリカット
マニラ

マカオ

長崎

浦賀

月ノ浦
メキシコ

アカプルコ

支倉常長の航路（1613～20）

インド洋

大
西
洋

つき の うら

うら が

しょうすけ
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　一方、ヨーロッパの南西の端にあるポルトガ

ルは、15世紀になるとアフリカへの探検をすす

め、東南アジアの香
こう

辛
しん

料
りょう

を求めて、15世紀末にはインドへの

航路を開いた。スペインもアメリカ大陸から太平洋を横断し

てフィリピンへ進出した。ローマ教
きょう

皇
こう

がひきいるカトリック

教会も海外への布
ふ

教
きょう

をあと押しした。こうして、ヨーロッパ

を中心に世界の諸地域が広く交流する大
だい

航
こう

海
かい

時代が始まった1。

　ポルトガルはインドや東南アジアに拠点を築き、1540年代

になると九州各地にたどりつくようになった。そして1543（天
てん

文
ぶん

12）年❷、中国商人の船に乗ったポルトガル人が九州南
なん

方
ぽう

の

種
たね が

子島
しま

に来航し、鉄砲2をもたらした。鉄砲は堺
さかい

などで製造

が始まり、戦国大名のあいだに急速に広まった。

キリスト教と南蛮貿易
1549（天文18）年、カトリック教会の改革派

であるイエズス会の宣
せん

教
きょう

師
し

フランシスコ

＝ザビエルが、インドや東南アジアをへて、中国人商人の船で鹿児

島に来航し、キリスト教を伝えた3。ザビエルのあとも宣教師が来

日して、多くの信者（キリシタン）を獲得した。とくに九州の大名の

なかには貿易の利益を得るためにもキリスト教に入信する者（キリ

シタン大名）があらわれ、家
か

臣
しん

や領民にもキリスト教が広まった。

　中国南部のマカオに進出していたポルトガル商人も中国・日本間

の貿易に乗り出し、やがて長崎へ来港し、中国産生糸と日本の銀な

どの売買を始めた。当時、彼らを南
なん

蛮
ばん

人
じん

❸とよんだので、この貿易

を南蛮貿易という。

　こうしてアジアの経済交流が活発になり、 極
きょく

東
とう

にある日本にも

1506～52

鉄砲の伝来と普及
鉄砲の伝来や生産、普及について
は不明な点が多い。当初、贈答品
や外交の道具として使われた鉄砲
だが、新兵器として認められるや
いなや、戦国大名はその確保につ
とめた。 刀

かたな

鍛
か

冶
じ

の高い技術が生
かされ、伝来から半世紀のうちに
全国に普及し、戦闘や築城の方法
にも影響をおよぼした。ただし、
当時の鉄砲は射程距離も短く、効
果を過大に評価することは早計で
ある。

Topic

❷前年の1542（天文11）年とする
説もある。

キリスト教が急速に広まったのはな
ぜだろうか。

Q

❸少し遅れて、スペイン領フィリ
ピンとの間を商船や宣教師が行き
来するようになった。日本ではポ
ルトガル・スペインの人びとを南
蛮人とよんだ。

3キリスト教の伝
でん

播
ぱ

　ザビエル
は、鹿児島に来航したのち、上京
したが、 将

しょう

軍
ぐん

との会
かい

見
けん

を果たすこ
とはできず、山口に滞在後、日本
を退去した。

ザビエル（神戸市立博物館蔵）

2種子島銃（長さ99.8㎝。鹿児島県、種子島時邦蔵）

安土

氏名
黒田孝高の印

教会・教会施設
キリシタン教界・宣教地域
ザビエル布教路
イエズス会の教育機関
おもなキリシタン大名

黒田長政の印

島
原

天草

鹿児島

種
子
島

長
崎

伏見
高槻

山口

堺

和歌山

蒲
生
氏
郷

高
山
図
書

一
条
兼
定

京
極
高
吉

木
下
勝
俊

内
藤
如
安

五
島
純
玄有
馬
晴
信

大
友
義
鎮（
宗
麟
）

高
山
右
近

大
村
純
忠

黒
田
孝
高（
如
水
）・

池
田
教
正

小
西
行
長

京
都

博
多

府
内

平
戸

黒
田
長
政

  

が
も
う
う
じ
さ
と

か
つ
と
し

じ
ょ
あ
ん

す
み
は
る あ

り 

ま
は
る
の
ぶ

よ
し
し
げ

  

う  

こ
ん

よ
し
た
か
じ
ょ
す
い

  

ず 

し
ょ

か
ね
さ
だ

ゆ
き
な
が

き
ょ
う
ご
く

 

の
り
ま
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す
み
た
だ

そ
う
り
ん
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島
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島
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友
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右
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小
西
行
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京
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博
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府
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黒
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長
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も
う
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じ
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か
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と
し

じ
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あ
ん

す
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ぶ
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の
り
ま
さ

す
み
た
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そ
う
り
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0 200km

Ⅲ第　　　　部

近
世

西
暦

時
代

文
化

政
治

主
要
事
項

朝
鮮

中
国

江　戸安土・
桃山

清明

（織豊政権）（幕藩政治の成立） （平和と安定） （ 内 憂 外 患 ）（幕 政 改 革）

室
町
幕
府
滅
亡

豊
臣
秀
吉
、
全
国
統
一

文
禄
・
慶
長
の
役

江
戸
幕
府
成
立

三
十
年
戦
争

鎖
国
英
、
イ
ギ
リ
ス
革
命

仏
、
ル
イ
十
四
世
即
位

英
、
名
誉
革
命

露
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
一
世
即
位

正
徳
の
政
治

享
保
の
改
革

清
、
乾
隆
帝
即
位

田
沼
時
代

ア
メ
リ
カ
独
立
宣
言

寛
政
の
改
革

フ
ラ
ン
ス
革
命

ペ
リ
ー
来
航

太
平
天
国
の
乱

天
保
の
改
革

ラ
ク
ス
マ
ン
、
根
室
に
来
航

ナ
ポ
レ
オ
ン
、
皇
帝
即
位

異
国
船
打
払
令

ア
ヘ
ン
戦
争

〔桃　山〕 〔寛　永〕 〔元  禄〕 〔宝 暦・天 明〕 〔化　 　　政〕

部扉 - 年表 2部

朝鮮

・ ・ ・ ・ ・ ・1600 1650 1700 1750 1800 1850

世界遺産：石
いわ

見
み

銀山遺跡とその文化的景観（島根県）　

16世紀に石見銀山で銀が大増産されると、中国へ大量
に流れこみ、東アジアは空前の交易ブームを迎えた。
16世紀末にティセラがつくった「日本図」にも石見銀山
がえがかれている（上）。下は日本銀「御

お

取
とり

納
おさめ

丁
ちょう

銀
ぎん

」（長
さ16㎝）。（ともに島根県立古代出

いず
雲
も
歴史博物館蔵）

Argenti fodinae（銀鉱山）

Hivami（石見）
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宣
せん

教
きょう

師
し

らによって天
てん

文
もん

・地理や医

学、パン・カステラ・たばこなど❽、

ヨーロッパの文
ぶん

物
ぶつ

がもたらされた

（南
なん

蛮
ばん

文化）�。

　イエズス会のヴァリニャーノは、

キリスト教の初等教育学校（セミナ

リオ）や高等教育学校（コレジオ）を

何か所か設け、1582（天
てん

正
しょう

10）年に

は、九州のキリシタン大名にゆかりのある少年たちをヨーロッパの

ローマ 教
きょう

皇
こう

のもとへ派
は

遣
けん

した（天正遣
けん

欧
おう

使
し

節
せつ

）�。また金属製の活
かつ

字
じ

による活
かっ

版
ぱん

印刷術も導入した。以後、キリスト教の書物が翻
ほん

訳
やく

され

たり、 日本の古典や日本語辞書が出版されたりした（キリシタン

版）�。

1539～1606

日本の古典の出版
ポルトガル系のローマ
字で記述されている。
表紙のローマ字が何と
書いてあるか、どのよ
うな意味か、読みとい
てみよう。

読
み

 

　と
き

❽ポルトガル語やスペイン語に
由来する外来語は、ほかにもカ
ッパ・ボタン・メリヤス・テンプ
ラ・カボチャ・カルタなどがある。

�南蛮屛風　南蛮人がカピタン（船長）を中心に南蛮寺に
むかう場面。寺のなかには南蛮人と日本人の姿もみえ
る。（部分、南蛮文化館蔵）

時代に翻弄（ほんろう）された天正遣欧使節
4 人の少年使節はローマ教皇に歓

かん

迎
げい

され、ヨーロッパの人びとに日本の存
在を広く知らせた。活版印刷機などを
たずさえて1590（天正18）年に帰国する
と、禁

きん

教
きょう

が強まっており、彼らを過
か

酷
こく

な運命が待ち受けていた。伊
い

東
とう

マ
ンショは布

ふ

教
きょう

活動をするが拠点の小
こ

倉
くら

を追われ長崎で病死、千
ち

々
ぢ

石
わ

ミゲル
は棄

き

教
きょう

し 消
しょう

息
そく

不明、原
はら

マルチノは
国外追放、中

なか

浦
うら

ジュリアンは長崎で
殉
じゅん

教
きょう

した。

Topic

�伊東マンショの肖像（イタリ

ア、トリヴルツィオ財団蔵）

第8章
まとめ

●  豊
とよ

臣
とみ

政権が築き上げた支配の仕組みは、どのような点で江戸時代に引きつがれ
てゆくのだろうか。武士・ 百

ひゃく

姓
しょう

・町人それぞれについて考えてみよう。
●  国際交流の進展や全国統一など、どのように時代が転換したのかに着目し、近

世の特徴について、中世や近代とも比較して問いを表現してみよう。

■�天草版『平
へい

家
け

物
もの

語
がたり

』　
（大英図書館蔵）

高
校
日
本
史

歴史の流れを理解しやすくするため、わかりやすい文章を心がけ、
ふりがなも丁寧にふりました。
また、日本史探究で重視される、時代の転換を意識した記述をしています。

各時代に関連の深い世界遺産の写真
を取り上げ、解説を付しました。

要点をおさえた、わかりやすい教科書
高校日本史

「原始・古代」「中世」「近
世」「近代・現代」それぞ
れ最初の章では、生徒が
時代の転換を理解し、「時
代を通観する問い」を立
てるための指針となるよ
う、まとめの問いを工夫
しました。

各章の導入には、「章全体にわたる問い」を設け、
時代の転換を探究するための方向性を示しました。

各章の最後に、学習のまとめに最適な
「章のまとめの問い」を配置しました。

部扉では、世界史の動き
と関連付けながら、時代
の大きな流れを捉えられ
る年表を掲載しました。

世界と関連した年表

本文を補足する「注」は、必要な部分
を簡潔に記しました。

44 45
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　弥
や よ い

生時代以来、日本列島の倭
わ

の小国やヤマト

政
せい

権
けん

・倭国から、中国の皇帝のもとに使者が派
は

遣
けん

され、また 朝
ちょう

鮮
せん

半
はん

島
とう

諸国との交流もさかん

に展開した。そのようすは、中国の歴史書に記

されている。また、刀
とう

剣
けん

の銘
めい

文
ぶん

などの出土文字

資料や考古学的な発
はっ

掘
くつ

調査成果もあわせると、

ヤマト政権・倭国から律
りつ

令
りょう

国家への歴史的展

開をくわしく知ることができる。

中国の歴史書からみてみよう
　中国の正

せい

史
し

をみると、『漢
かん

書
じょ

』（▶p.14）には倭
わ

人
じん

が

100余りの国にわかれていたことが記され、『後
ご

漢
かん

書
じょ

』東
とう

夷
い

伝
でん

（▶p.14）には、57年に倭の奴
な

国
こく

王
おう

が使いを

送り光
こう

武
ぶ

帝
てい

から印
いん

綬
じゅ

（金
きん

印
いん

）をたまわったこと、

107年には倭国王帥
すい

升
しょう

らが奴
ど

隷
れい

を献じたこと、さ

らに 2世紀の半ばから後期にかけての倭国の大乱

がみえる。『三
さん

国
ごく

志
し

』の「魏
ぎ

志
し

」倭人伝 1では、邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の卑
ひ

弥
み

呼
こ

が小国連
れん

合
ごう

の女王となり、239年に

卑弥呼が魏の皇帝に使いを送って「親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

」に任

じられ金
きん

印
いん

や銅
どう

鏡
きょう

をたまわったことが、邪馬台

国の政治・社会状況とともにくわしく記されてい

る（▶p.14）。

　また、倭の奴国王が光武帝からたまわった金印

が志
し

賀
かの

島
しま

（福岡県）でみつかっており（▶p.1411 ）、高
こう

句
く

麗
り

広
こう

開
かい

土
ど

王
おう

碑
ひ

（中国吉
きつ

林
りん

省 集
しゅう

安
あん

市、▶p.22）には、

4世紀末に倭が百
くだら

済などとともに高句麗と戦った

記事がみえる 3。

　 5世紀には、『宋
そう

書
じょ

』倭国伝に倭の五
ご

王
おう

の記事が

あり 2 、代々南
なん

朝
ちょう

宋
そう

の皇帝に朝
ちょう

貢
こう

して倭国王と

されたことや、478年に倭王武
ぶ

がおくった上
じょう

表
ひょう

文
ぶん

（▶p.23）などがみえる。上表文には、父
ふ

祖
そ

が「東
とう

方
ほう

や西
せい

方
ほう

や海
かい

北
ほく

の諸国を制圧した」と記している。

古代社会と
海外との交流

歴史資料と原始・古代の展望 ❶

2 『宋書』倭国伝（部分）

1「魏志」倭人伝（部分）

Q 東アジアとの交流は、ヤマト政権・倭国・律
令国家にとってつねに重要であった。こうした中
国や朝鮮半島との交流は、日本列島の国家形成に
どのように関係しただろうか。

3 広開土王碑の拓
たく

本
ほん

（東京国立博物館蔵）

5
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5

4
稲
荷
山
古
墳
鉄
剣
の
銘
文「
辛
亥
年
…
乎

居
臣
…
」（
部
分
、
国〈
文
化
庁
保
管
〉、

埼
玉
県
立
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
）

5
江
田
船
山
古
墳
鉄
刀
の
銘
文「
典
曹
人
名
無
利
弖
」（
部
分
、
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

出土資料の銘文からみてみよう
　日本で出土した刀剣の銘文をみてみると、埼

さき

玉
たま

古
こ

墳
ふん

群
ぐん

の稲
いな り

荷山
やま

古墳（埼玉県）から出土した鉄
てっ

剣
けん

（▶p.2312 ）

には、471年のワカタケル大
だい

王
おう

の時に、先祖から「 杖
じょう

刀
とう

人
じん

」（武
ぶ

官
かん

）として大王に奉
ほう

仕
し

したヲワケ（乎 居）臣
しん

が全国支配を助けたとする銘文がある 4。同じく江
え

田
た

船
ふな

山
やま

古墳（熊本県）から出土した鉄刀の銘文にも、ワ

カタケル大王に「典
てん

曹
そう

人
じん

」（文官）として奉仕したムリ

テ（無利弖）が、支配権を維
い

持
じ

するためにこの鉄刀を

つくったとある 5。江田船山古墳からともに出土した

装
そう

身
しん

具
ぐ

などは朝鮮半島製とみられ 6、ムリテは半島と

も交流したらしい。国内ではワカタケル大王と称し、

宋の皇帝からは倭国王武として任じられたこの大王

は、のちに雄
ゆう

略
りゃく

天
てん

皇
のう

と名づけられた。このワカタケ

ル大王のころ、上表文のように、ヤマト政権の勢力

は日本列島の東西まで広まったとみられる。

遺跡・遺物からみてみよう
　 6世紀前半の筑

つく

紫
しの

国
くにの

造
みやつこ

磐
いわ

井
い

の乱では、磐井が

新
しらぎ

羅と結んで九州を勢力下として大王に反抗し、ま

た高句麗・百済・新羅・加
か

耶
や

と交流しようとしたこ

とが『日本書紀』にみえる。大王にとって、列島での

全国支配を実現し、朝鮮半島での立場を強める上で

大陸・半島との交流は重要であり、必死に磐井を制

圧し、博
はか

多
た

湾
わん

に直
ちょっ

轄
かつ

地
ち

を設けて外交権を確保したの

であった。磐井の墓は岩
いわ

戸
と

山
やま

古墳（▶p.2516 ）といわれ、

6世紀前半に九州で広まった石
せき

人
じん

・石
せき

馬
ば

文化 7 を特

徴としたが、乱後の九州では畿
き

内
ない

的な埴
はに

輪
わ

文化へと

統合されていった。

Q 中国の歴史書とともに東アジアや列島の出土文
字資料をみると、東アジアの歴史像が立体的にみえ

てくる。ヤマト政権にとって、中国・朝鮮半島諸国

との交流は、列島内の地方豪
ごう

族
ぞく

を勢力下におさめる

うえで、どのように機能したのだろうか。

7 岩戸山古墳の石人　

（福岡県、八
や
女
め
市教育委員会蔵）

6 江田船山古墳の副
ふく

葬
そう

品
ひん

　
金銅製のくつと冠（東京国立
博物館蔵）

ヤマト政権・倭国や律令国家は、なぜそし
て何を求めて東アジアとの交流をすすめた
のだろうか、仮説をたててみよう。また、
中国や朝鮮半島との交流が、ヤマト政権や
律令国家の展開に与えた影響にはどのよう
なものがあったのか、仮説をたててみよう。

70 歴史資料と中世の展望

『洛
らく

中
ちゅう

洛
らく

外
がい

図
ず

屛
びょう

風
ぶ

』3
　16世紀の戦国時代になると、各地の戦国大

だい

名
みょう

の求めに応じ、京都とその周

辺をえがいた屛風絵が数多く制作された。 3 は、祇
ぎ

園
おん

祭
まつり

の山
やま

鉾
ぼこ

が、四条大
おお

路
じ

のつきあたりにある祇
ぎ

園
おん

社
しゃ

（八
や

坂
さか

神社）へ巡
じゅん

行
こう

している場面である。

3 『洛中洛外図屛風』狩
かのう

野永
えい

徳
とく

筆 （右
う
隻
せき

、部分、米沢市〈上
うえ

杉
すぎ

博物館〉蔵）

❶

❷

❸
町通り

船
ふな

鉾
ぼこ

室
むろ

町
まち
通り

鶏
にわとり

鉾
ぼこ

四
条
大
路

函
かん
谷
こ
鉾
ぼこ

西
にしの

洞
とう

院
いん
通り

洛中洛外図
屛風

くわしく
みてみよう

5

10

15

絵画から中世社会をさぐる 71

❶ 同じ京都をえが
いた絵画なのに、前
の絵 1 2 とは違って、
3 が屛風にえがかれ
ているのはなぜだろ
うか。

Q

❷

神輿

鴨
かも

川
がわ

↑
祇
園
社

長刀鉾

蟷
かまきりやま

螂山

傘
かさ

鉾
ぼこ

●❶山鉾巡行　神
みこし
輿につづき、 長

なぎ
刀
なた

鉾を先頭に巡行する。
山鉾の大きさや数、装飾に注目しよう。祭りに参加している
人の扮

ふん
装
そう

と、見
けん

物
ぶつ

する人びとの姿もくらべてみよう。
●❷風

ふ

流
りゅう

踊
おど

り　そろいの衣
い

装
しょう

や飾りを身につけ、踊りなが
ら通りを練り歩いている。
●❸草

わ ら じ

鞋を商う店　家のなかの人は何をしているのだろうか。
また、家のつくりや屋根のようすにも注目し、p.68 1・69 2
との違いを説明してみよう。

3つの絵 1 〜 3 にはいずれも都大路のにぎ
わいがえがかれている。つぎのような点に
着目して、中世の特徴について仮説をたて
てみよう。
・商工業の発達（見

み
世
せ
棚
だな
、商人、祭りのようすなど）

・さまざまな集団（朝
ちょう
廷
てい
や武
ぶ
士
し
、宗教や民衆の組

織など）

・建物や通りの施設（家、町並み、橋など）

・絵画がえがかれた目的（製作者、題材など)

❸
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　近代の政治を考えるとき、基本になるのは議

会である。ここでは、議会の成立、選挙権の拡

大、民
みん

衆
しゅう

の抗議行動に関する資料を通して、

議会のありかたの変化をたどり、その変化の理

由について考察してみよう。

議会の成立
　新政府がはじめて示した「国

こく

是
ぜ

」である五
ご

箇
か

条
じょう

の誓
せい

文
もん

は、「広ク会議ヲ興
おこ

シ万
ばん

機
き

公
こう

論
ろん

ニ決スベシ」

とした。これは幕
ばく

末
まつ

から、政
せい

権
けん

担当者だけではな

く、すぐれた人びとが意見を出しあう「公
こう

議
ぎ

」によ

って政策を決定すべきと考えられるようになって

いたことをふまえているが、会議をいかなる形で

開くのかは明示されていなかった。

　1873（明
めい

治
じ

6 ）年に、意見の対立から政府を去っ

た江
え

藤
とう

新
しん

平
ぺい

・板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

・後
ご

藤
とう

象
しょう

二
じ

郎
ろう

らが翌年に

提出した民
みん

撰
せん

議
ぎ

院
いん

設
せつ

立
りつ

の建
けん

白
ぱく

書
しょ

1には、「公議」を

おこなうのは国民が選ぶ議員だ、という考え方が

はっきりと示され、こののち国会の開設をおもな

要求とする自
じ

由
ゆう

民
みん

権
けん

運動（▶p.186）がくり広げられる。

　1889（明治22）年に出された大
だい

日
に

本
ほん

帝
てい

国
こく

憲
けん

法
ぽう

が、

のちの時代からみれば政府の権限が大きすぎるに

もかかわらず、民権派によっても歓迎されたのは、

議会の開設を定めていたからである。

有権者の拡大
　帝国議会の貴

き

族
ぞく

院
いん

は皇
こう

族
ぞく

・華
か

族
ぞく

や天
てん

皇
のう

が任命し

た議員で構成されたが、 衆
しゅう

議
ぎ

院
いん

は、総選挙で選

ばれる国民の代表者からなる「民撰議院」であった。

総選挙の有権者は一定以上の税金をおさめる男性

に限られたが、民撰議院設立の建白も租
そ

税
ぜい

をおさ

めるからこそ政府の活動を左右する権利があると

いう考え方を示していた。

　その後、選挙権はしだいに拡大され、1925（大
たい

正
しょう

14）年には満25歳以上の男性による普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

（▶p.211）が認められ、1945（昭
しょう

和
わ

20）年には満20歳

以上の男女に拡大された。以後、2015（平成27）年

に18歳以上に拡大されるまで変更はなかった 2。

1
民
撰
議
院
設
立
の
建
白

　
臣し
ん

等ら

伏ふ

シ
テ
方ほ
う

今こ
ん

●●❶
政
権
ノ
帰
ス
ル
所
ヲ
察
ス
ル
ニ
、
上か
み

帝て
い

室し
つ
ニ
在あ

ラ

ズ
、
下し
も

人
民
ニ
在
ラ
ズ
、
而し
か
シ
テ
独ひ
と
リ
有ゆ
う

司し

●●❷
ニ
帰
ス
。
…
…
政
令
百ひ
ゃ
く

端た
ん

朝ち
ょ
う

出し
ゅ
つ

暮ぼ

改か
い

、
政
情
実
ニ
成
リ
、
賞
罰
愛あ
い

憎ぞ
う
ニ
出
ヅ
、
言げ
ん

路ろ

壅よ
う

蔽へ
い

●●❸
困
苦

告
ル
ナ
シ
。
…
…
臣
等
愛
国
ノ
情
自
ラ
已や

ム
能あ
た
ハ
ズ
、
乃す
な
わチ
之
ヲ
振し
ん

救き
ゅ
うス
ル

ノ
道
ヲ
講
求
ス
ル
ニ
、
唯た
だ
天
下
ノ
公
議
ヲ
張
ル
ニ
在
ル
而の

已み

、
天
下
ノ
公
議

ヲ
張
ル
ハ
民
撰
議
院
ヲ
立た
つ

ル
ニ
在
ル
而
已
。
則
す
な
わ
ち

有
司
ノ
権
限
ル
所
ア
ツ

テ
、
而
シ
テ
上
下
其そ
の

安
全
幸
福
ヲ
受
ル
者
ア
ラ
ン
。
請こ

フ
遂つ
い

ニ
之こ
れ

ヲ
陳ち
ん

ゼ

ン
。
夫そ

レ
人
民
政
府
ニ
対
シ
テ
租そ

税ぜ
い

ヲ
払
フ
ノ
義
務
ア
ル
者
ハ
、
乃す
な
わチ

其
政

府
ノ
事
ヲ
与よ

知ち

可か

否ひ

ス
ル
ノ
権
利
ヲ
有
ス
。 

（『
日に
っ

新し
ん

真し
ん

事じ

誌し

』）

●❶
現
在
。
●❷
上
級
の
役
人
。
●❸
言
論
発
表
の
道
が
ふ
さ
が
れ
て
い
る
。

現代語訳 2 総選挙の有権者が総人口に占める比率（総務庁統計局監修『日
本長期統計総覧』より作成）

どうして選挙権をもつ人の比率が拡大して
いったのだろうか。それぞれの時期ごとに説明し
てみよう。

Q

議会と選挙権
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1890
1894
1898
1902
1904
1912
1917
1924
1930
1936
1942
1947
1952
1955
1960
1967
1972
1979
1983
1990
1996
2003
2009
2014

1.12
1.06
1.03
2.18
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19.88
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3第 1次護憲運動　帝国議会におしかけた人びと。木造の仮
議院であった。

帝国議会から国会へ
　皇

こう

居
きょ

の背後の高所から都心部を見下ろす絶好の

位置にたつ国
こっ

会
かい

議
ぎ

事
じ

堂
どう

は、1936（昭和11）年に帝国

議会議事堂として 竣
しゅん

工
こう

した。その位置は1920（大

正 9 ）年の着工時ではなく、帝国議会が開設され

る前から決められていた。ふさわしい建物がたて

られるまでは、別の場所の木造の仮議院がもちい

られていたのである。しかし、建物は同じでも、

1946（昭和21）年の日本国憲法によって、法律や予

算を「協賛」する帝国議会は国権の最高機関として

の国会にかわり、貴族院も普通選挙によって議員

が選ばれる参
さん

議
ぎ

院
いん

へと変化した。

議会におしかけた民衆
　議会に民衆がおしかけることは帝国議会時代か

らあった。1913（大正 2 ）年 2 月には、陸軍大臣の

辞表提出で退陣をよぎなくされた立
りっ

憲
けん

政
せい

友
ゆう

会
かい

の西
さい

園
おん

寺
じ

公
きん

望
もち

にかわって 桂
かつら

太
た

郎
ろう

が 3 度目の首
しゅ

相
しょう

とな

ったが、衆議院に基盤がとぼしい桂に対し立憲政

友会や立憲国民党は内閣不
ふ

信
しん

任
にん

決議案を提出し、

多くの人びとが議会におしかけた。当時は衆議院

が内閣不信任案を可決しても首相が退陣する必要

はなかったが、桂は議会を停会し、支持を拡大す

ることが難しいと悟
さと

ると辞職した（大正政
せい

変
へん

、 
▶p.201）。この運動を第 1 次護

ご

憲
けん

運動という 3。

　1960（昭和35）年には日
にち

米
べい

相
そう

互
ご

協
きょう

力
りょく

及び安
あん

全
ぜん

保
ほ

障
しょう

条約（新
しん

安
あん

保
ぽ

条約）の批
ひ

准
じゅん

に反対する人びとが、

連日国会におしかけた（安保闘争、▶p.262）4。当時

の首相岸
きし

信
のぶ

介
すけ

は、両院で過半数を占めた自由民主

党を背景としていたので、衆議院に警官隊を導入

して野党議員の座り込みなどの反対をおさえ、批

准を可決した。しかし、反対運動はおさまらず、

国会議事堂周辺では死者も生じ、岸首相は批准の

成立後に辞職した。

4 デモ隊に囲まれる国会議事堂

どうして、選挙による議会がありながら、人
びとが議会におしかけたのだろうか。戦前と
戦後を比較しながら、それぞれ理由を説明し
てみよう。また、どのような人びとが議会に
何を期待したかに注目して、近代・現代の政
治の流れについて自分なりの仮説を表現して
みよう。

なぜ、この時期に議事堂が建築されたのだ
ろうか。

Q

高
校
日
本
史

「歴史資料と原始・古代の展望」「歴史
資料と中世の展望」「歴史資料と近世
の展望」「歴史資料と近代・現代の展
望」では、生徒が様々な史資料から情
報を読み取り、時代の特色について考
察することで、その後の学習に見通し
をもった授業を展開できます。

様々な史資料で、時代の特色を考察
高校日本史

絵画

写真

史料

グラフ

遺物

46 47
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娘の光
こう

明
みょう

子
し

を聖
しょう

武
む

天皇の皇
こう

后
ごう

にたてることに成功した。これは皇
こう

族
ぞく

出身ではない皇后の最初の例となった。

　ところが、藤原 4 兄弟はあいついで疫
えき

病
びょう

で倒れ、その後は、皇

族出身の 橘
たちばなの

諸
もろ

兄
え

が政
せい

権
けん

をにぎり、唐
とう

から帰国した玄
げん

昉
ぼう

や吉
き

備
びの

真
まき

備
び

が活躍した。これに反発した藤原広
ひろ

嗣
つぐ

は、九州で乱をおこしたが

敗死した（藤原広嗣の乱）。

　疫病の流行や政情不安のなかで、聖武天皇は恭
く

仁
に

・難
な に わ

波・紫
し

香
が

楽
らき

と 都
みやこ

を移し、 この間の741（天
てん

平
ぴょう

13）年に国
こく

分
ぶん

寺
じ

建
こん

立
りゅう

の 詔
みことのり

7、

743（天平15）年には大
だい

仏
ぶつ

造
ぞう

立
りゅう

の詔8を出し、仏教の力により国家が

まもられ安定するよう願った。東
とう

大
だい

寺
じ

大仏はこうした背景のもとで

造立され、752（天
てん

平
ぴょう

勝
しょう

宝
ほう

4 ）年、孝
こう

謙
けん

天皇のときに、大仏開
かい

眼
げん

の

儀
ぎ

式
しき

がおこなわれた。

　孝謙天皇の時代には、藤原仲
なか

麻
ま

呂
ろ

が光明皇
こう

太
たい

后
ごう

と結んで勢力をの

ばし、 淳
じゅん

仁
にん

天皇を即位させると、恵
え

美
みの

押
おし

勝
かつ

の名をたまわり、権力

を独占した。しかし、孝謙太
だい

上
じょう

天皇❸（のちの 称
しょう

徳
とく

天皇）が僧
そう

道
どう

鏡
きょう

を 寵
ちょう

愛
あい

して淳仁天皇と対立すると、仲麻呂はそれに対抗して挙
きょ

兵
へい

したが敗死した（恵美押勝の乱）。道鏡は法
ほう

王
おう

の称号をうけて権
けん

勢
せい

を

ふるったが、称徳天皇が亡
な

くなると、藤原氏などの貴族は道鏡を追

放し、あらたに天
てん

智
じ

天皇の孫の光
こう

仁
にん

天皇をたて、混乱した政治の再

建につとめることになった9。

新しい土地政策
自然災害や天候不順に影響されて飢

き

饉
きん

もおこり

やすく、律
りつ

令
りょう

にもとづく支配は、社会の動揺

を招いた。農民のなかには、重い負担をのがれるために浮
ふ

浪
ろう

や逃
とう

亡
ぼう

701～760 位724～749

684～757 ? ～746 693? ～775

? ～740

▶p.422

位749～758

706～764

位758～764

位764～770 ? ～772

位770～781

❸太上天皇は 譲
じょう

位
い

した天皇の
称。略して上皇ともいう。奈良時
代には、譲位後の太上天皇も天皇
在位時と同じような権力や権

けん

威
い

をもった。

■7
国
分
寺
建
立
の
詔

　詔
み
こ
と
の
りし

て
曰い
わ

く
、「
…
…
宜よ
ろ

し
く
天
下
諸
国
を
し
て

各お
の
お
の

敬つ
つ
しみ

て
七
重
塔
一
区
を
造
り
、
幷あ
わ

せ
て
金こ
ん

光こ
う

明
み
ょ
う

最さ
い

勝し
ょ
う

王お
う

経き
ょ
う・
妙
み
ょ
う

法ほ
う

蓮れ
ん

華げ

経き
ょ
う

各
一
部
を
写
さ
し
む
べ

し
。
…
…
僧
寺
に
は
必
ず
廿
（
二
十
）僧

有
ら
し
め
、
其
の
寺

の
名
を
金
光
明
四し

天て
ん

王の
う

護ご

国こ
く

之の

寺て
ら

●❶
と
為な

し
、
尼
寺
に

は
一
十
尼
あ
り
て
、
其
の
寺
の
名
を
法ほ
っ

華け

滅め
つ

罪ざ
い

之
寺
●❷

と
為
し
、
両
寺
相あ
い

共
に
宜
し
く
教
き
ょ
う

戒か
い

●❸
を
受さ
ず
く
べ
し
。

…
…
」と
。 

（『
続
し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』）

●❶
国
分
寺
。
●❷
国
分
尼
寺
。
●❸
教
え
。

現代語訳

■■8
大
仏
造
立
の
詔

　詔
み
こ
と
の
りし
て
曰い
わ

く
、「
…
…
粤こ
こ

に
天
平
十
五
年
歳
次

癸み
ず
の
と
の

未ひ
つ
じ

十
月
十
五
日
を
以も
っ
て
、
菩ぼ

薩さ
つ
の
大
願
●❶
を
発お
こ

し
て
盧る

舎し
ゃ

那な

仏ぶ
つ

●❷
の
金
銅
像
一
軀く

を
造
り
奉
た
て
ま
つる
。
…
…

夫そ

れ
天
下
の
富
を
有た
も

つ
者
は
朕ち
ん

な
り
。
天
下
の
勢
を
有

つ
者
も
朕
な
り
。
こ
の
富
勢
を
以
て
こ
の
尊
像
を
造

る
。
…
…
」と
。 

（『
続
日
本
紀
』）

●❶
仏
教
を
興
隆
し
、
衆し
ゅ

生じ
ょ
うを

救
お
う
と
い

う
願
い
。
●❷
華け

厳ご
ん

経き
ょ
うの

本
尊
。
仏ぶ
っ

国こ
く

土ど

を

あ
ま
ね
く
照
ら
す
仏
。

現代語訳

6「長屋親
しん

王
のう

」の文字がみえる木簡　
平城京左京の長屋王邸の遺

い

跡
せき

から出
土した、王家への貢

こう

納
のう

品につけられ
た荷

に

札
ふだ

。 （長さ21.4cm。奈良文化財研究所
蔵）

木簡
木簡は細長い木札に墨

すみ

で
文字を記したもので、古代
には、紙と使いわけて、文
書や調庸の荷札など、さま
ざまな用途でもちいられ
た。その時に書かれた同時
代史料であり、木簡の内容
から新しい史実が確かめら
れることも多い。平

へい

城
じょう

京
きょう

跡の長屋王家木簡6か
らは、王家の生活や家政運
営、家内で働く人びとの実
態などが、明らかになった。

Topic

木簡

くわしく
みてみよう

2 平城京の時代 37

5

10

15

する者も多くなった。また、人口が増加すると口
く

分
ぶん

田
でん

は不

足し、それに対応して安定した税を確保するためにも、政

府は土地の制度を見直すことになった。

　政府は耕地をふやそうとして、722（養
よう

老
ろう

6 ）年、長
なが

屋
や

王
おう

のもとで百
ひゃく

万
まん

町
ちょう

歩
ぶ

の開
かい

墾
こん

計画をたてたが成果はあがらず、

翌723（養老 7）年には、三
さん

世
ぜ

一
いっ

身
しん

法
ほう

⓾を出した。この法は、

新しく灌
かん

漑
がい

施設をつくって田を開墾した者には 3世（本

人・子・孫）にわたる私有を認め、すでにある灌漑施設を

利用した開墾地は本人に限り私有を認めるというものであった。期

限つきで土地の私有を認めて開墾を奨
しょう

励
れい

したのである。

　さらに743（天平15）年に墾
こん

田
でん

永
えい

年
ねん

私
し

財
ざい

法
ほう

�を出し、位
い

階
かい

や役職に

よって開墾できる面積を定めて、開墾した土地の永
えい

久
きゅう

私有を認め

るにいたった。この法は、未開地を開墾した墾田にまで政府の支配

がおよぶようにする積極策であったが、 荘
しょう

園
えん

という大土地所有が

広がる原因ともなった❹。墾田永年私財法が出ると、力のある中央

貴族や寺院などは、きそって山野の開墾に乗り出した。これを初期

荘園とよぶ。初期荘園はのちの荘園とは異
こと

なり、律令国家の力を背

景とし、国
こく

司
し

・郡
ぐん

司
じ

の地方統治のしくみを利用してつくられたもの

で、郡司の力が弱まると衰えていった。

▶ p.55

墾田永年私財法が律令国家を崩壊さ
せたのだろうか。

Q

❹荘園（荘）とは、開墾した土地に
たてた別宅や倉庫などと、まわり
の墾田とをあわせたものをいう。

光仁・桓武天皇と皇統の交代
天智天皇の孫白

しら

壁
かべ

王
おう

は称徳天皇の死後、光仁天皇として擁
よう

立
りつ

された。皇后には井
い の え

上内
ない

親
しん

王
のう

（聖武天皇皇
こう

女
じょ

）、皇
こう

太
たい

子
し

に
はその子他

おさ

戸
べ

親王が立ったが、のち廃された。藤原氏の支援
もあり、高

たか

野
のの

新
にい

笠
がさ

のうんだ山
やま

部
べ

親王（桓
かん

武
む

天皇）が皇太子と
なり、称徳天皇までの天武系の皇

こう

統
とう

から天智系へと移った。

Topic

■⓾
三
世
一
身
法

　太だ
い

政じ
ょ
う

官か
ん

奏そ
う

●❶
す
ら
く
、「
頃こ
の
ご
ろ者
百
姓
漸
よ
う
や

く
多お
お
く
し
て
、
田
池
窄さ
く

狭き
ょ
う

●❷
な
り
。
望
み

請こ

ふ
ら
く
は
、
天
下
に
勧す
す

め
課お
お

せ
て
、
田で
ん

疇ち
ゅ
うを
開ひ

闢ら

か
し
め
ん
。
其そ

の
新
た
に
溝こ
う

池ち

を
造
り
、
開
墾
を
営
む
者
有
ら
ば
、
多
少

を
限
ら
ず
、
給
ひ
て
三
世
●❸
に
伝
へ
し
め

ん
。
若も

し
旧ふ
る

き
溝
池
を
逐お

は
ば
●❹
、
其
の

一
身
に
給
せ
ん
」と
。 

 

（『
続
日
本
紀
』）

●❶
太
政
官
が
天
皇
に
上
じ
ょ
う

申し
ん

す
る
書
。
●❷
せ
ま
い
。

●❸
本
人
・
子
・
孫
の
三

代
。
子
・
孫
・
曽そ
う
孫そ
ん
の
三

代
と
す
る
説
も
あ
る
。
●❹

既
設
の
溝
や
池
を
利
用
し

て
開
墾
し
た
場
合
に
は
。

現代語訳

■�
墾
田
永
年
私
財
法

　詔
み
こ
と
の
りし
て
曰い
わ

く
、「
聞
く
な
ら
く
、
墾
田

は
養
老
七
年
の
格
き
ゃ
く

●❶
に
依よ

り
て
、
限げ
ん

満み

つ

る
後
、
例
に
依
り
て
収
授
す
。
是こ
れ

に
由よ

り

て
農
夫
怠た
い

倦け
ん

し
て
、
開
け
る
地
復ま

た
荒

る
、
と
。
今
よ
り
以
後
、
任ま
ま

に
●❷
私
財
と

為な

し
、
三
世
一
身
を
論
ず
る
こ
と
無
く
、

咸み
な

悉こ
と
ご
とく
に
永
年
取
る
莫な
か
れ
。
…
…
」と
。

 
（『
続
日
本
紀
』）

●❶
三
世
一
身
法
を
さ
す
。

●❷
意
の
ま
ま
に
。

現代語訳

721 1 長屋王、右大臣となる
729 2 長屋王の変
 8 光明子、皇后となる
734 1 藤原武

む

智
ち

麻
ま

呂
ろ

、右大臣となる
737 疫病流行、武智麻呂ら 4 兄弟死去
738 1 橘諸兄、右大臣となる
740 9 藤原広嗣の乱
 12 恭仁京に遷

せん

都
と

745 5 平城京へもどる
752 4 東大寺大仏開眼会
757 7 橘奈

な

良
ら

麻
ま

呂
ろ

の変
760 1 藤原仲麻呂、大

だい

師
し

（太政大臣）となる
761 僧道鏡、孝謙太上天皇を治療
764 9 恵美押勝（藤原仲麻呂）の乱
765　閏10 道鏡、太政大臣禅

ぜん

師
じ

となる
769 9 宇

う

佐
さ

八
はち

幡
まん

神
しん

託
たく

事件
770 8 道鏡を下

しも

野
つけ

に追放
 10 光仁天皇即位

■98世紀の政情（月は陰暦）

720 8 藤原不
ふ

比
ひ

等
と

、死去
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5

源平の争乱
1180（治

じ

承
しょう

4 ）年、後
ご

白
しら

河
かわ

法
ほう

皇
おう

の皇
み

子
こ

以
もち

仁
ひと

王
おう

と畿
き

内
ない

に基盤をもつ源
げん

氏
じ

♳の源頼
より

政
まさ

は平
へい

氏
し

打
だ

倒
とう

の兵をあげ、

挙
きょ

兵
へい

をよびかける以仁王の命令が諸国の武士に伝えられた。この挙

兵は失敗に終わったが、これをきっかけに、伊
い

豆
ず

の源頼朝5、木
き

曽
そ

の源義
よし

仲
なか

ら各地の武士団が蜂
ほう

起
き

し❶、 5 年におよぶ源
げん

平
ぺい

の争乱♴が

始まった。

　平氏は、 平
たいらの

清
きよ

盛
もり

の死に続いて西
さい

国
ごく

一帯に広がった大飢
き

饉
きん

で打撃

をうけ、1183（寿
じゅ

永
えい

2 ）年、義仲の軍に敗北して西国へ逃
のが

れた。後白

河法皇とむすんだ源頼朝は、こののち法皇から東
とう

海
かい

道
どう

・東
とう

山
さん

道の東
とう

国
ごく

支配権を手に入れると、弟の義
よし

経
つね

らを都へむかわせて義仲を討っ

た。ついで義経らは平氏と戦い、摂
せっ

津
つ

の一
いち

の谷
たに

、讃
さ ぬ き

岐の屋
や

島
しま

の合
かっ

戦
せん

をへて、1185（文
ぶん

治
じ

元）年、長
なが

門
と

の壇
だん

の浦
うら

で平氏をほろぼした。

　平氏の滅亡後、後白河法皇は義経に頼朝追
つい

討
とう

の命令をくだしたが

失敗した。この機会をとらえて頼朝は法皇にせまって、逆に義経追

鎌倉幕府の成立と展開1

1151～80

1104～80

1147～99

1154～84

1159～89

武家政権の成立
12世紀末の争乱のなか、 源

みなもとの

頼
より

朝
とも

は武
ぶ

士
し

の力を集めて、最初の本格的な武
ぶ

家
け

政
せい

権
けん

である
鎌
かま

倉
くら

幕
ばく

府
ふ

を打ちたてた。幕府は全国的な政権に成長していくが、武家政権の成立・成長に
よって、政治や社会における武士の地位や立場はどのように変化したのだろうか。
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❶このとき、 平氏は都を大
おお

輪
わ

田
だの

泊
とまり

に近い摂津の福
ふく

原
はら

（現在の神
戸市）に移したが、貴

き

族
ぞく

や寺院が
この遷

せん

都
と

に反対したため、 半年
で都を京都にもどす結果となっ
た。

♴源氏・平氏の勢力関
係図　1183（寿 永 2 ）年、

源義仲は北陸から畿内へ
進出し、 源頼朝は東海道
などをおさえ、 平氏は南

なん

海
かい

・西
さい

海
かい

地方を中心に支
配下においた。争乱の動
きのなかで、 3 者がたが
いに対立する形へとすす
んでいった。

平泉

木曽

粟津

推定進路
頼朝

（鎌倉入り）

義仲
義経

壇の浦

屋島
宇治

一の谷

俱利伽羅峠

福原・大輪田泊

京都
石橋山

鎌倉

伊豆
富士川

奥
州
藤
原
氏

源  

頼
朝

源  

義
仲

平
氏

日 本 海

1183年頃の勢力範囲
源頼朝
源義仲
平氏
奥州藤原氏

く り か ら

●

●

●

●

● ●

0 200km

■♳
清
和
源
氏
略
系
図
⑵▲

p.57

数字は将軍就任の順

1

23

4

5

（2）

清
和
源
氏
略
系
図女

よ
し
と
も

の
り
よ
り

よ
し
や
す

か
ね
ざ
ね

よ
し
つ
ね み

ち
い
え

よ
り
つ
ね

よ
り
つ
ぐ

よ
り
い
え

い
ち
ま
ん

さ
ね
と
も

く 

ぎ
ょ
う

↓
P.71

藤
原
能
保

藤
原
兼
実

義
朝

頼
朝

範
頼

義
経

良
経

道
家

頼
経

（
藤
原
将
軍
）

（
一
条
）

（
九
条
）

（
同
上
）

頼
嗣

頼
家

実
朝

女（
大
姫
）

一
幡

公
暁

女

女

1 鎌倉幕府の成立と展開 73

5

10

15

鎌倉幕府の勢力はどのようにして全
国に広がっていったのだろうか。

Q

討の命令を得た。さらに頼朝は、義

経をかくまっていた奥
おう

州
しゅう

藤
ふじ

原
わら

氏を

ほろぼそうと、 朝
ちょう

廷
てい

に追討の命令

をくだすよう要求した。しかし、法

皇がこれに応じなかったため、1189

（文
ぶん

治
じ

5 ）年、頼朝は朝廷の命令を待

たずに、みずから大軍をひきいて奥

州藤原氏をほろぼした。ここに頼朝

は全国を平定し、後白河法皇没後の

1192（建
けん

久
きゅう

3 ）年に、征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に任じられた。

幕府の誕生
源頼朝は、東国に武家政権を打ちたてるため相

さがみ

模の

鎌倉3 4に本拠地をかまえ、平氏と戦いながら、

侍
さむらい

所
どころ

・公
く

文
もん

所
じょ

（のち政
まん

所
どころ

と改称）・問
もん

注
ちゅう

所
じょ

など、支配のしくみ6

をととのえていった❷。1185（文治元）年に平氏が滅亡した後には、

逃亡中の義経をさがし出すことを口実に、朝廷から諸国に守
しゅ

護
ご

・地
じ

頭
とう

を任命する権限を得た。この守護・地頭は、幕府が地方支配をす

すめるうえで大きな役割を果たした。

　守護は国ごとにおかれたが、その職務は京都大
おお

番
ばん

役
やく

❸を御
ご

家
け

人
にん

に

つとめさせること（大番催促）と謀
む

叛
ほん

人
にん

・殺
さつ

害
がい

人の逮
たい

捕
ほ

で、これを大
だい

▶p.58

❷侍所の長官（別当）には東国御
家人の和

わ

田
だ

義
よし

盛
もり

が任じられたが、
公文所の長官は大

おお

江
えの

広
ひろ

元
もと

、問注
所の長官は三

み

善
よしの

康
やす

信
のぶ

で、ともに
貴族出身であった。

❸御家人の義務で、数カ月間上京
して天

てん

皇
のう

や院
いん

の御
ご

所
しょ

の警備を担
当した。

5伝源頼朝像　貴族の正
せい

装
そう

であ
る束

そく

帯
たい

姿の人物像。源頼朝像と伝え
られ、似

にせ

絵
え

（▶p.84）の代表作。（京都
府、神

じん
護
ご
寺
じ
蔵）

武家の都、鎌倉
鎌倉と平安京（▶p.42■3）とを比べ、共通点と違いを説明してみよう。

■3鎌倉要図　鎌倉は源頼
より

義
よし

以来、源氏とゆかりが深い地で、三方を
山に囲まれ、通行は切

きり

通
どおし

で制御された。南は海にのぞむ要
よう

害
がい

の地で
あった。和

わ

賀
か

江
え

島
じま

は港
こう

湾
わん

施設としてつくられた人工島。

将軍

〈
鎌
倉
〉

御家人の
統制、軍
事・警察

京都守護〈京都〉 守護〈諸国〉

地頭・
御家人

訴訟・裁判

問注所
一般政務、
はじめは
公文所

政所侍所

荘園
公領〈 〉

6鎌倉幕府初期の機構

■4空からみた鎌倉　 鶴
つるが

岡
おか

八
はち

幡
まん

宮
ぐう

から海にのびる道（若
わか

宮
みや

大
おお

路
じ

）が中
ちゅう

軸
じく

となっている。（鎌倉市）

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

卍

幕府所在地
1185～1225年
1225～1236年

白線は当時の道路

鎌倉五山
（1386年設定）
当時の海岸線稲村ヶ崎

由比ヶ浜

浄妙寺

建長寺
浄智寺

寿福寺

円覚寺

瑞泉寺

大仏（高徳院）

長谷寺

光明寺

極楽寺

鶴岡八幡宮

天台山

鷲峰山
明月院

化粧坂

極楽寺坂

巨福呂
坂

和賀江島

切

朝比

奈

大
仏
切

通

切
越
名

通

通へ
亀
谷
坂

二階堂

犬懸ガ谷
比企ガ谷長 谷

材 木 座

山　 之　 内

1236～1333年

滑川

扇 ガ　谷
若
宮

　大
路

●❶
●❷
●❸

ご ざん

ゆ　い

いなむら

えんがく じ

じょうち じ

じゅふく じ じょうみょうじ

けんちょうじ

ずいせんじ

こうとく

じゅ ぶ せん

てんだいさん

めいげついん

ごくらく じ

つるがおかはちまんぐう

は せ でら

け わい か
め
が
や
つ

な
ご
え

あさ

ひ
な

こ
ぶく
ろ に かい どう

いぬかけ

ひ き

だい

ぶつ

な
め
り

こうみょうじ

●❶

●❷
●❸

おうぎ が　　 やつ

わ
か

　みや

　
　
　
　おお

　じ

0 1000m

鶴岡八幡宮

読
み

 

　と
き

鎌倉街道と
切通

くわしく
みてみよう

高
校
日
本
史

興味・関心を高めるための、豊富な史資料
高校日本史

2次元コードから、現代語訳・動画・拡大画像が参照できるようになりました。生徒の学習
意欲を高めます。

史料に付した2次元コードから、現代語訳を参照することができます。
史料に苦手意識を持つ生徒の理解を助け、自発的な学習を促します。

史資料をもとに、解釈したり、説明したり、論述したりする力をつけられるよう、
発展的な問いとして「読みとき」を設けました。
（解答例は、教師用指導書・準拠ノートで扱っています）

大仏造立の詔
　（聖武天皇は）詔(みことのり)の中でつぎのよう
に述べられた。「……天平15年10月15日をもって、
人びとを救済しようという仏弟子としての願いを
おこして、盧舎那仏(るしゃなぶつ)の金銅像1体
をつくることにした。……天下の富をもつ者は私
であり、天下の勢いをもつ者も私である。この富
と勢いをもって仏の尊像をつくる。……」
（『続日本紀』）

本文の内容に関連する動画や、細部を確認す
るための拡大画像などを参照できる2次元
コードで、生徒の興味・関心を高めます。

現代語訳

Topic

生徒の興味をひきだすため、本文では取り上げなかった人物や事件などのエピソー
ドを紹介する75点の「Topic」を設けました。
（例　「正倉院宝物の国際性」「お茶の効用を認めた源実朝」「漂流民の国際交流」「ペリーのプレゼント」など）

本文を読む際の着眼点となる「Ｑ
（問い）」を設けました。
学習の要点を捉えやすくすると
ともに、考察を促します。
（解答例は、教師用指導書で扱っています）

Ⓠ問い

読みとき

動画・拡大画像

48 49
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　日
にっ

清
しん

戦争前後には、人間の感情面を重んじるロマン主義がさかん

になり、北
きた

村
むら

透
とう

谷
こく

の評論、 明
みょう

星
じょう

派
は

の与
よ

謝
さ

野
の

晶
あき

子
こ

の情熱的な短歌6、 

森
もり

鷗
おう

外
がい

⓾や樋
ひ

口
ぐち

一
いち

葉
よう

の叙
じょ

情
じょう

味
み

あふれる小説7などが発表された。ま

た、正
まさ

岡
おか

子
し

規
き

は俳
はい

句
く

の革
かく

新
しん

と万
まん

葉
よう

調
ちょう

の和歌の復興につとめ、伝統

文学の革新として注目された。

　日
にち

露
ろ

戦争前後になると、フランス・ロシアの自然主義文学の影響

により、社会の暗い現実をえぐり出そうとする自然主義が流行し、

国
くに

木
き

田
だ

独
どっ

歩
ぽ

・島
しま

崎
ざき

藤
とう

村
そん

8らが出た。石
いし

川
かわ

啄
たく

木
ぼく

9も、社会主義思想を盛

り込んだ生活詩をうたい上げている。しかし明治末期には、自然主

義とは異
こと

なって、知識人の内面生活を国家・社会との関係で見つめ

ようとする夏
なつ

目
め

漱
そう

石
せき

�らの作品もあらわれた。このような反自然主

義の作品は、大
たい

正
しょう

時代にかけてさまざまな形であらわれていった。

明治の芸術
美術・芸能では、伝統芸術と新しく導入された西洋

芸術が、たがいに影響しあいながらならびたち、近

代化・大衆化の動きとなっていった。

　美術では、文
ぶん

明
めい

開
かい

化
か

の風
ふう

潮
ちょう

のなかで、伝統的な日本画や木
もく

彫
ちょう

な

どが一時かえりみられなくなったが、

ヨーロッパで日本画が高い評価をう

け、また、1880年代に国
こく

粋
すい

主義が勢

いを得ると、伝統美術を復興する動

きがおこった。とくにアメリカ人の

フェノロサや岡
おか

倉
くら

天
てん

心
しん

の活動はめざ

ましく、 天心は東
とう

京
きょう

美
び

術
じゅつ

学校（現

在の東京芸術大学美術学部）の設立

1868～94 1878～1942

1862～1922 1872～96

1867～1902

1871～1908 1872～1943

1867～1916

▶p.226

1853～1908 1862～1913

⓾森鷗外　 津
つ

和
わ

野
の

藩 出
身。軍医のかたわら、多彩
な作家活動を続けた。 （国
立国会図書館蔵）

9『一
いち

握
あく

の砂
すな

』　石川
啄木の最初の歌集。病
と貧困のなかでよんだ
短歌を収録。（日本近代
文学館蔵）

8『若
わか

菜
な

集
しゅう

』　島崎藤
村の最初の詩集。「初
恋」などを収録。（日本
近代文学館蔵）

6『みだれ髪』　自由
な恋愛の感情を情熱的
にうたった与謝野晶子
の短歌を収録。（日本近
代文学館蔵）

7『たけくらべ』　樋
口一葉が東京下町に育
つ少年少女のあわい恋
愛をえがいた。（日本近
代文学館蔵）

夏目漱石の文明観
漱石は「現代日本の開化」という講演で、
西洋の開化は内発的だが、明治日本の開
化は外発的であらざるをえなかった、と
指摘している。日本の開化を「皮

ひ

相
そう

上
うわ

滑
すべ

りの開化」と批判するものの、 列
れっ

強
きょう

か
ら国を守るためには、よくないとわかっ
ていてもこのまま上滑りに滑っていくし
かない、と悲

ひ

愴
そう

な決意を述べている。

Topic

�夏目漱石 （日本近代文学館蔵）
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5

につとめ、日本画を復興した。岡倉天心はその後、日本美術院をつ

くり、新しい日本画の創造につとめた�～�。

　西洋画は、まず明治初期に工
こう

部
ぶ

美術学校で外国人教師が教えてい

たが�、明治中期に、フランスに留
りゅう

学
がく

し印
いん

象
しょう

派
は

の画風をもたらし

た黒
くろ

田
だ

清
せい

輝
き

�らの活動によってさかんとなった�。彫
ちょう

刻
こく

の分野では、
1866～1924

�黒き猫（菱
ひし

田
だ

春
しゅん

草
そう

筆）　 柏
かしわ

の

幹にすわり、何かに緊張している
黒猫をえがく。（部分、永

えい
青
せい

文庫蔵）

�悲
ひ

母
ぼ

観
かん

音
のん

（狩
か

野
のう

芳
ほう

崖
がい

筆）　狩野派
の伝統技法に西洋画の技法を取り入
れた作品。フェノロサや岡倉天心か
ら期待された芳崖の代表作。（縦
195.8㎝、横86.1㎝。東京藝術大学蔵）

�海の幸
さち

（青
あお

木
き

繁
しげる

筆）　1904（明治37）年白馬会に出品。房
ぼう

州
しゅう

布
め

良
ら

で得たモチーフで、大
たい

漁
りょう

の獲
え

物
もの

を
かつぐ漁師の群れをリズミカルな構図、力強いデッサンと褐色の色調でえがく。（縦70.2㎝、横182.0㎝。
石
いし

橋
ばし

財団アーティゾン美術館蔵）

�鮭
さけ

（高
たか

橋
はし

由
ゆ

一
いち

筆）　幕
ばく

末
まつ

から洋
画を学んで西洋画の開

かい

拓
たく

者
しゃ

とな
った由一は、工部美術学校教師
として来日した外国人と交流し
て腕を磨

みが

いた。（縦140.0㎝、横46.5
㎝。東京藝術大学蔵）

�湖
こ

畔
はん

（黒田清輝筆）　1897（明治30）年第 2回白
はく

馬
ば

会
かい

に出品。清輝はパリに学び、明るい色調で「外
がい

光
こう

派
は

」
の指導者となった。モデルは清輝の夫人。（縦69.0㎝、

横84.7㎝。東京国立博物館蔵）

�『竜
りゅう

虎
こ

図』（橋
はし

本
もと

雅
が

邦
ほう

筆）　1895（明治28）年の内
ない

国
こく

勧
かん

業
ぎょう

博
はく

覧
らん

会
かい

に出品した雅邦の代表的な 屛
びょう

風
ぶ

絵
え

。竜にむかって眼を
怒
いか

らして吼
ほ

える虎をえがいた部分。六 曲
きょく

一双
そう

。（左隻、部分、

静
せい

嘉
か
堂
どう

文庫美術館蔵）
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られ、幕
ばく

臣
しん

の大
おお

田
た

南
なん

畝
ぽ

（蜀
しょく

山
さん

人
じん

）らが活躍した。演劇では、18

世紀後半から、人
にん

形
ぎょう

浄
じょう

瑠
る

璃
り

にかわって、江戸を中心に歌
か

舞
ぶ

伎
き

が人気を集めた。

　絵画では、18世紀なかばに鈴
すず

木
き

春
はる

信
のぶ

�が錦
にしき

絵
え

とよばれる多
た

色
しょく

刷
ずり

の版
はん

画
が

を完成させ、浮
うき

世
よ

絵
え

の黄金時代をむかえた。題材

は美人・役者・相
す も う

撲・花
か

鳥
ちょう

などさまざまで、寛
かん

政
せい

期（1789～

1801年）には美人画の喜
き

多
た

川
がわ

歌
うた

麿
まろ

�や、大
おお

首
くび

絵
え

の手
しゅ

法
ほう

をもちい

て役者絵をえがいた東
とう

洲
しゅう

斎
さい

写
しゃ

楽
らく

�らが、すぐれた作品を生み

出した。

　伝統的な絵画では、円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

�が写
しゃ

実
じつ

を重んじ、近代日本画

の源流となった。また、明
みん

・清
しん

の南
なん

画
が

から影響をうけた文
ぶん

人
じん

画
が

❼ �が、池
いけの

大
たい

雅
が

・与
よ

謝
さ

蕪
ぶ

村
そん

らによっ

て大成され、知識人に好まれた。写

生画や文人画には西洋画の技法が取

りこまれ、司
し

馬
ば

江
こう

漢
かん

が平
ひら

賀
が

源
げん

内
ない

�に学

んで銅
どう

版
ばん

画
が

を始めた。

1749～1823

▶p.144

1725? ～70

1753? ～1806

生没年不詳

1733～95

1723～76

1747～1818 ▶p.150

❼専門の画家ではない文人・学
者がえがいた絵をいう。

�雨
あま

夜
よ

の宮
みや

詣
もうで

（鈴木春信筆）　風雨
の夜、破れ傘

かさ

をさし、小
お

田
だ

原
わら

提
ちょう

灯
ちん

を
もって 社

やしろ

へ急ぐ娘の姿をえがく。（東
京国立博物館蔵）

�十
じゅう

便
べん

十
じゅう

宜
ぎ

図
ず

「 釣
ちょう

便
べん

図
ず

」（池大雅筆）　池
大雅・与謝蕪村の合作になる画集の 1 枚。

（縦・横各17.7㎝。川
かわ

端
ばた

康
やす

成
なり

記念会蔵）

�西洋婦人図（平賀源内筆）　
日本の西洋画の先

せん

駆
く

的作品。
長崎に渡

と

来
らい

した絵を、 油
あぶら

絵
えの

具
ぐ

を工
く

夫
ふう

して模写したもの。
（縦41.4㎝、 横30.5㎝。神戸市立博

物館蔵）

�三代目大
おお

谷
たに

鬼
おに

次
じ

の 奴
やっこ

江
え

戸
ど

兵
べ

衛
え

（東洲斎写楽筆）　
歌舞伎「恋

こい

女
にょう

房
ぼう

染
そめ

分
わけ

手
た

綱
づな

」
のひとこま。金をうばおう
と挑

いど

みかかる奴（武
ぶ

家
け

奉
ほう

公
こう

人
にん

）の 形
ぎょう

相
そう

をえがく。（東京
国立博物館蔵）

�ポッピンを吹く女（喜多川歌
麿筆）　ガラス製の笛（ポッピン）
を吹く、町

まち

屋
や

の娘をえがく。『婦
ふ

女
じょ

人
にん

相
そう

十
じっ

品
ぴん

』の 1 枚。（東京国立博
物館蔵）

新しい様式の写生画
伝統的な写生画・風景画とくらべて、どのようなところ

が異なるか説明してみよう。

■�『雪
ゆき

松
まつ

図
ず

屛風』（円山応挙筆）（右
う

隻
せき

、六 曲
きょく

一双
そう

、各縦155.5㎝、横362.0㎝。三井

記念美術館蔵）

読
み

 

　と
き
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寛政の改革
天
てん

明
めい

の打ちこわしの直後、11代将軍徳川家
いえ

斉
なり

の補佐

として老
ろう

中
じゅう

になったのは、白
しら

河
かわ

藩
はん

主
しゅ

松
まつ

平
だいら

定
さだ

信
のぶ

1で

ある❶。定信は田
た

沼
ぬま

時代の政治を改め、吉宗の政治を理想として幕
ばく

政
せい

改革にとりくんだ。これを寛政の改革とよぶ。

　定信の施策の第 1 は農村を復興させることで、江戸に出
で

稼
かせ

ぎなど

で一時的に居住する者には帰
き

農
のう

をすすめた（旧
きゅう

里
り

帰農令）。さらに、

百
ひゃく

姓
しょう

らに荒れた耕地を耕作できる田地にもどすための資金を貸し

た。また、飢
き

饉
きん

にそなえて各地に社
しゃ

倉
そう

・義
ぎ

倉
そう

をつくらせて、米穀を

たくわえさせた（囲
かこい

米
まい

）。

　第 2 は都市対策で、まず物価の引下げに乗り出し、倹
けん

約
やく

令
れい

を出し

て支出をおさえた。旗
はた

本
もと

・御
ご

家
け

人
にん

を救済するためには、 6 年以上前

の借金を 帳
ちょう

消
け

しにするという棄
き

捐
えん

令
れい

を出して、金融業者である札
ふだ

差
さし

に貸
かし

金
きん

を放棄させた。住居をもたない無
む

宿
しゅく

人
にん

対策としては、石
いし

川
かわ

島
じま

に人
にん

足
そく

寄
よせ

場
ば

2を設けて、収容した者に技術を身につけさせ職業

につかせようとした。また、江戸の町人たちに町費を節約させ、節

約分の 7 割を積立てさせ（七
しち

分
ぶ

積
つみ

金
きん

）、それを基金として運用し、飢

饉や災害時の貧民を救済するために米穀をたくわえさせた。

　一方、定信は思想をきびしくとりしまり、湯
ゆ

島
しま

聖
せい

堂
どう

の幕府学問所

では朱
しゅ

子
し

学
がく

以外の講義・研究を禁じて（寛政異
い

学
がく

の禁）、朱子学を幕

府の官学と定めた。また、林
はやし

子
し

平
へい

が『海
かい

国
こく

兵
へい

談
だん

』3などで海
かい

防
ぼう

の必要

江戸幕府の衰退2
▶p.149 1773～1841

1758～1829

▶p.142

1738～93

❶定信は、 8 代将軍徳川吉
よし

宗
むね
（▲

p.147）の次男である田
た

安
やす

宗
むね

武
たけ

の子
で、白河藩へ養子に出されていた。

寛政の改革は、どのような課題に対
して、どのような政策がおこなわれ
たのだろうか。

Q

2人足寄場　役人のつめる役所や番
ばん

所
しょ

があるほかに、男女の無宿人の
生活する場所（風

ふ

呂
ろ

など）が設けられていた。無宿人たちは炭
た ど ん

団・ 蛤
はまぐり

粉
こ

（石
いし

灰
ばい

）の製造や 油
あぶら

絞
しぼ

りのほか、紙
かみ

漉
すき

・鍛
か

冶
じ

・大
だい

工
く

・左
さ

官
かん

・髪
かみ

結
ゆい

などの
手
て

業
わざ

を身につけた。（『大日本近世史料　市中取締類集27』より作成）

あ
げ
ば

あ
げ
ば

こめつきば

めしたき

み はり

こめつきば

み はり

■3
海
防
論

　
当と
う

世せ
い

の
俗ぞ
く

習し
ゅ
う

●❶
に
て
、
異
国
船
の
入に
ゅ
う

津し
ん

●❷
ハ
長

崎
に
限か
ぎ
り

た
る
事
に
て
、
別
の
浦う
ら

え
船
を
寄よ
す

ル
事
ハ

決
し
て
成
ら
ざ
る
事
ト
思お
も
え

リ
。
…
…
当
時
●❸
長
崎

に
厳
重
に
石い
し

火び

矢や

●❹
の
備そ
な
え

有あ
り

て
、
却か
え
っ

て
安あ

房わ

・

相さ
が
み

模
の
海
港
に
其そ
の

備
な
し
。
此こ
の

事
甚
は
な
は
だ

不い
ぶ

審か
し
。
細こ
ま

カ
に
思
へ
ば
江
戸
の
日
本
橋
よ
り
唐か
ら

●❺
、
阿お

蘭ら
ん

陀だ

迄ま
で

境
な
し
の
水
路
也な
り

。
然し
か

ル
を
此こ
こ

に
備
へ
ず
し
て
長
崎

の
ミ
備そ
な
う
ル
は
何
ぞ
や
。 
（『
海
国
兵
談
』）

●❶
世
間
一
般
の
習
慣
。
●❷
入
港
。
●❸
現

在
。
●❹
大
砲
の
こ
と
。
●❺
中
国
の
こ
と

で
、
当
時
は
清し
ん
国
。

現代語訳

1松平定信　29歳ころの
自画像。（三重県、鎮

ちん
国
こく

守
しゅ

国
こく

神社蔵）

高
校
日
本
史

約720点の豊富な図版を掲載しました。
さらに、判型を大きくしたことで（A5→B5判）、図版も見やすくなりました。

視覚的なイメージを持てる豊富な図版
高校日本史

文化史は、特集ページとせずに、
本文と関連付けてレイアウトしま
した。
代表的な文化財の写真を大きく、
豊富に掲載し、解説を付しました。

図版を比較したり、情報を読みとったりしな
がら、思考力を高める基礎を身につけます。
共通テスト対策にも、役立ちます。

50 51
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　地域を歩き、興味深い資料をみつけたら、その特徴などを記録する資料調

書を作成しよう。その際、博物館に行って資料調査の方法を学
がく

芸
げい

員
いん

に相談し

てみよう。

　私たちが博物館や美術館を訪れるのは、展覧会などを見学する時が多いだ

ろう。しかし、博物館の活動には、日頃から資料の収集や保管、調査研究な

どがあり、その活動をふまえたうえに展覧会がある。こうした活動を担
にな

う学

芸員は、文
ぶん

化
か

財
ざい

となる資料を取り扱う専門家である。

　博物館に収蔵されるさまざまなものが博物館資料となるためには、ものに

対して学術的な調査研究をおこない、価値を見極めることが必要である。学

芸員が作成する資料調書に記入する項目は、対象となる資料によって異
こと

なる

が、すべての項目が簡単に記入できるとは限らない。調書にはわかる範囲で

資料名や計測した寸法や重量、素材や製作者、製作年代などを記入し、さら

に写真を撮影し、図をつくって、特徴的な事項を記入する。

　こうしてひと通り資料の概要を調査し資料調書の作成がすんだら、さらに

その資料の歴史的・社会的位置などを詳細に調査することになる。その際、

わからないことを少しでも明らかにしていく作業こそが、歴史研究や学芸員

の仕事なのである。それを体験することは、私たち自身が他人まかせでな

く、歴史の語り手になることでもあ

る。調査にあたっては、論文や参考図

書、インターネットなどにふれる必要

があるので、図書館やメディアの利用

方法もよく学んでおこう。

　これまで歴史を学んできた経験をふ

まえ、私たちはどのように歴史資料と

むきあうことができるだろうか。

　歴史を学ぶことは過去と対話するこ

とだといわれるが、誰も過去をふたた

び体験することはできない。しかし、

私たちのまわりには、過去の事物が資

料や記憶として残っている場合があ

る。こうした資料や記憶と主体的にむ

きあい、人類共有の財産である文化財

を守り、次世代に伝えていくことが、

歴史を語る当事者になることにもつな

がるだろう。

学
芸
員
体
験
で

歴
史
を
語
る
当
事
者
に
な
ろ
う

身
近
な
文
化
財
を
ま
も
り
未
来
に
つ
な
げ
る
こ
と 

❹

調書の例

資料調書
記入日（調査日） 年  　　月　  　日 曜日

記入者名

資料名

よみがな

形状・品質

寸法・重量
（長さ・重さなど）

付属品の有無

作成者・発行者等

所蔵者

伝来・来歴
（どうして今そこにあ
るのか、説明する）

図・写真・スケッチ
（特徴的なことは文
字で記入する、ス
ペースが小さけれ
ば別紙でも構わな
い）

備考
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岸川雅範『江戸天下祭の研究』より作成

　これまでの学習をふまえ、私たちが直面する諸課題をみつけ、資料を活用して探究しよう。ここ

では、Ⅰ「伝統や文化の継
けい

承
しょう

と創造」、Ⅱ「社会や集団と個人」、Ⅲ「世界のなかの日本」について、

身のまわりの具体的な例を取り上げ、主題を設定し、さまざまな資料（書籍・辞典、新聞・雑誌、

インターネット、博物館、インタビューなど）を使って考察してみよう。

❶ 資料をもとに仮説をたててみよう

　神社の祭
さい

礼
れい

といえば、氏
うじ

子
こ

たちが神を乗せた

神
み こ し

輿をかついでまわる渡
と

御
ぎょ

を多く目にする。

　資料1は、江
え

戸
ど

時代における江戸のおもな神社

の祭礼の形態をまとめた表である。これをみると、

江戸幕
ばく

府
ふ

公認の天
てん

下
か

祭
まつり

とよばれた、日
ひ

枝
え

神社の

山
さん

王
のう

祭と神
かん

田
だ

明
みょう

神
じん

の神田祭をはじめ、多くの祭

礼で神輿とともに氏子 町
ちょう

々
ちょう

による山
だ

車
し

（飾り物

をしたり大
おお

太
だい

鼓
こ

を積んだりして人や牛が引く車）

と、附
つ

け 祭
まつり

（練
ねり

物
もの

とも。はなやかな踊り舞
ぶ

台
たい

や曳
ひ

き物などの 行
ぎょう

列
れつ

）が多く出されていることがわか

る。つまり、現在のような神輿を中心とする祭礼

とは、やや異
こと

なる形式で祭礼が展開されていた。

このことから、「地域の祭礼は、社会の変化や時

代の要請に応じて変容しながら継承されているの

ではないか」という仮説をたてることができる。

❷ 仮説を検証してみよう

　ここでは、神田神社（神田明神）の神田祭を取り

上げ、神社祭礼の変容をとらえたい。

　現在の神田祭では、 5 月に神社の所有する 3 基

の鳳
ほう

輦
れん

・神輿と、途中で加わる附け祭をあわせて、

約300ｍ、約2000人もの祭礼行列が氏子区域を 1

日がかりで 巡
じゅん

行
こう

する神
しん

幸
こう

祭
さい

がおこなわれ、その

翌日に各氏子 町
ちょう

会
かい

の所有する神輿（町神輿）が自

分たちの町々を渡御し、神社へ宮
みや

入
い

りをおこなう。

つまり、神輿かつぎが中心となっている。

① 天下祭としての神田祭

　神田神社は、江戸時代まで「神田明神」を正式名

称とし、大
おお

己
なむ

貴
ちの

命
みこと

と 平
たいらの

将
まさ

門
かど

を祭
さい

神
じん

として、豊
と

島
しま

郡芝
しば

崎
ざき

村（現在の東京都千代田区大
おお

手
て

町
まち

付近）に

現代日本の課題の探究
地域社会や身のまわりから考えよう

　東京の祭礼──伝統や文化の継承と創造Ⅰ

神社名（現社名） 祭礼月日 番組数
（山車） 町数 享

きょう

保
ほう

20（1735）年、天
てん

保
ぽう

期（1830～44年）の執
しっ

行
こう

状況

浅草三
さん

社
じゃ

権
ごん

現
げん

（浅草神社） 毎年 3 月18日 20 31
（享保20年）神輿渡御、山車練物あり
（天保期）神輿・山車練物あり

永
なが

田
た

馬
ば

場
ば

日吉山王権現社（日枝神社） 隔年 6 月15日 45 165 （天保期）神輿、山車、練物、御
お

雇
やとい

祭
まつり

あり
亀戸天満宮（亀戸天神社） 隔年 8 月24日 23 39 （享保20年）山車練物あり
神田明神（神田神社） 隔年 9 月15日 36 45 （天保期）神輿、山車、練物、御雇祭あり

小石川白山権現（白山神社） 隔年 9 月21日 27 39
（享保20年）山車練物あり
（天保期）安

あん

永
えい

3 年祭礼後、山車練物中絶。神輿渡御あり

■1江戸のおもな神社の祭礼
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あった。近世以前の神田祭について記した『落
おち

穂
ぼ

集
しゅう

』には、農村の秋の 収
しゅう

穫
かく

祭に近い祭礼がおこ

なわれていたことが記されており、祭礼行列など

はみあたらない。

　江戸幕府が開かれると、神田明神は幕府の保護

をうけるようになった。1616（元
げん

和
な

2 ）年に江戸城

の 表
おもて

鬼
き

門
もん

にあたる現在の湯
ゆ

島
しま

へ移され、江戸の

総鎮
ちん

守
じゅ

として、江戸の庶
しょ

民
みん

からも崇
すう

敬
けい

された。

　江戸時代初期の神田祭について、1793（寛
かん

政
せい

5 ）

年に記された資料2をみてみると、神輿を船に乗

せる船祭りが毎年おこなわれていたことがわかる。

　その後、船祭りはなくなり、1681（天
てん

和
な

元）年以

降は町々の祭礼の負担が大きいことから、日枝神

社の山王祭と交互で隔年の開催となった。

　1688（元
げん

禄
ろく

元）年には祭礼行列がはじめて江戸城

内に入ることとなった。神輿をはじめ、資料3の

ような氏子町々より出された山車や、資料4のよ

うな附け祭、幕府が一部費用を負担した出し物行

列や余
よ

興
きょう

など、大規模な祭礼行列を、 将
しょう

軍
ぐん

から

奥
おく

女
じょ

中
ちゅう

までが 上
じょう

覧
らん

所
しょ

から見
けん

物
ぶつ

した。

　以後180年ものあいだ、三大改革による倹
けん

約
やく

を

目的とした行列の規制、幕府や町々の財政状況な

どにより、姿をかえながら、ほぼ 2 年に 1 度、定

期的におこなわれてきた。1867（慶
けい

応
おう

3 ）年は神輿

のみの行列で、翌年に幕府は滅亡し、天下祭とし

ての神田祭は終わった。

② 神田祭の近代化

　明
めい

治
じ

時代を迎え、神田祭は東京の氏
うじ

神
がみ

祭礼へと

変化していくことになる。まず、1868（明治元）年、

神田明神は神田神社に社名を改めた。そして、か

つて 朝
ちょう

敵
てき

だった平将門を祭神からはずすべきで

あるという議論がおこり、将門は別殿に移される

3氏子町々の山車のようす（歌
うた

川
がわ

芳
よし

員
かず
「神田祭出しづくし」、1859〈安

あん
政
せい

6 〉年、江戸東京博物館蔵）

4附け祭（曳
ひ
き物）　大

おお

江
え

山
やま

凱
がい

陣
じん

の鬼の首。（『神田明神祭礼図巻』、部分、江戸時代後期、神田神社蔵）

2
近
世
初
期
の
神
田
祭

　祭
礼
は
徳
川
家
康
が
関
東
に
入
府
さ
れ
た
こ
ろ
ま

で
は
、
毎
年
船
祭
り
で
あ
っ
た
。
竹
橋
か
ら
船
に
神
輿

を
乗
せ
て
、
小
船
町
の
神
田
屋
庄
右
衛
門
と
い
う
者
の

家
の
前
か
ら
神
輿
が
陸
に
上
り
、
練ね

り
歩
い
た
。

 

（
大お
お
田た

南な
ん
畝ぽ「
異
本
武ぶ

江こ
う
披ひ

砂し
ゃ
」『
神
田
神
社
御
由
緒
書
』、
一
部
要
約
）
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58 周辺地域を学ぶ

　ヤマト政
せい

権
けん

の支配がおよばない東北地方の人びとは、 中央の政権から

「蝦
え み し

夷」とよばれ、異民族のようにあつかわれることもあった。

　 7 世紀なかば以降、中央政府はたびたび東北地方に軍を送り、根拠地とし

て城
じょう

柵
さく

を設け、支配を浸透させていった。城柵は、政庁を中心に外
がい

郭
かく

のな

かに役所群・倉庫群をおくもので、 8 世紀には、陸
む

奥
つ

国の国
こく

府
ふ

としてつくら

れた多
た

賀
が

城
じょう

のもとで、各地域の行政の拠点となった。政府は帰
き

順
じゅん

する蝦夷

を「俘
ふ

囚
しゅう

」とよんで優遇し、その一部を諸国に移して組織する一方、反抗す

る蝦夷は武力でおさえつけたので、しばしば戦いがおこった。桓
かん

武
む

天皇の時

代には、北
きた

上
かみ

川
がわ

中流域の族長阿
あ

弖
て

流
る

為
い

が政府軍を大敗させる事件がおこった

が、 坂
さかの

上
うえの

田
た

村
むら

麻
ま

呂
ろ

の活躍もあり、中央政府による東北地方の支配はしだい

にすすんだ。

　11世紀末、東北地方に独自の支配権をもって勢力をのばしたのが藤
ふじ

原
わらの

清
きよ

衡
ひら

であった。後
ご

三
さん

年
ねん

合
かっ

戦
せん

後、陸
む

奥
つ

・出
で

羽
わ

の「俘囚の長」の地位を継
けい

承
しょう

した清

衡は、金や馬などの奥
おう

州
しゅう

の特産品や北
ほっ

方
ぽう

との交
こう

易
えき

によってえた経済力を背

景に、朝廷や摂
せっ

関
かん

家
け

と良好な関係を結び、その地位を認めさせた。

　清衡は白
しら

河
かわの

関
せき

から津
つ

軽
がる

外
そと

ヶ
が

浜
はま

までを支配下におき、その中間にあたる平
ひら

泉
いずみ

に居館をかまえ、壮
そう

大
だい

な中
ちゅう

尊
そん

寺
じ

をたてた。平泉には仏教美術や建築など

の都
みやこ

の文化がもたらされ、中国産のすぐれた陶
とう

磁
じ

器
き

や経
きょう

典
てん

、東海地方産の

やきものなども集まってきた。中尊寺金
こん

色
じき

堂
どう

内
ない

陣
じん

の螺
ら

鈿
でん

の装
そう

飾
しょく

には、南
なん

島
とう

産の夜
や

光
こう

貝
がい

がふんだんに使われている。

　藤原清衡によって確立された奥州藤原氏の政治権力は、清衡の子基
もと

衡
ひら

、孫

の秀
ひで

衡
ひら

と 3 代100年にわたって継承されたが、12世紀末、 4 代目泰
やす

衡
ひら

のとき、

源頼
より

朝
とも

に攻めほろぼされた。

▲  

p.42

▲  

p.61

? ～1157?

1122? ～87 1155～89

▲  

p.73

奥州藤原氏の勢力圏

中尊寺金色堂内陣（岩手県）

周辺地域を学ぶ
❷

古
代
の
東
北
と
奥
州
藤
原
氏

平泉

奥大道

外ヶ浜

白河関

蝦夷ヶ島

鎌倉

陸
出 奥
羽

勢力圏

白水の阿弥陀堂

日
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あ み だ どうしらみず
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高
校
日
本
史

生徒の興味や関心を引きだす特集ページを設け、主体的に学習に取り組めるよう工夫してい
ます。

日本史探究のまとめでおこなう「現代日本の課題の探究」の例として、生徒にとっ
て身近な例を主題に取り上げ、「伝統や文化の継承と創造」などの課題を扱います。

様々な観点を提供する特集ページ 現代日本の課題の探究
高校日本史 高校日本史

「身近な文化財をまもり未
来につなげること」では、
文化財について、様々な
観点から、文化財保護へ
の理解を深めます。

「周辺地域を学ぶ」では、「古代の
南九州―隼人―」「古代の東北と奥
州藤原氏」「琉球王国」「アイヌと和
人」の特色ある4地域を取り上げ、
列島の多様性に目を向けます。

文化財

周辺地域
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高
校
日
本
史

山川一問一答
日本史

新課程版は24年春刊行予定

ご採用特典

準拠教材ご採用特典

トータルサポート
高校日本史

日本史探究『高校日本史』関連教材です。
授業準備からテスト・評価まで、豊富な教材で日本史探究を
トータルサポートいたします。

先
生
用
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ

生
徒
用
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ

定番の補助教材テスト・評価

教師用指導書 授業実践編 付属データ集 ➡p.58

準拠テスト例

準拠テスト例対応
ルーブリック

DVD

Webの社会科準備室
山川＆二宮ICT
ライブラリ

約13,000点の地歴コンテンツを配信

・準拠ノート紙面 PDF は、解
答あり／解答なしの2種類を
ご用意いたします。
　※�一部を除き、許諾上の理由か

ら写真は掲載しておりません

教師用指導書
授業実践編

➡p.58

高校日本史
ノート

➡p.62

日本史総合テスト
新課程版は23年秋刊行予定

日本史用語集
新課程版は23年12月刊行予定

よくでる一問一答 日本史
※アプリ付き

新課程版は24年夏刊行予定

教師用指導書
研究編
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指導者用
デジタル教科書

➡p.66

教科書紙面

PDF

本文・注・史料
テキスト

Word

授業用スライド対応
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Word
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JPEG
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JPEG
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一覧

Excel
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PowerPoint

高校日本史
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PDF Word Word
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ノート

PDF Word

Word

学習者用
デジタル教科書

➡p.66

指導書紙面

PDF

年間指導計画例
評価規準例

Excel

➡p.34

日本史B

生徒用
電子版

日本史用語集   
アプリ付き

授業準備・授業

予習・授業 テスト対策・復習
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240　　　第15章　恐慌と第二次世界大戦

板書例

　金融恐慌　
学習の目標
　昭和初頭の日本の経済恐慌の原因や状況を理
解し、それがその後の日本の政治や経済、社会
におよぼした影響を多角的に考察する。

 解説 　Ａ第一次世界大戦後の日本経済
　大戦後、不況に陥っていたにもかかわらず、表
面的な投資熱が続き、株価は上昇を続けていたが、
その後暴落して戦後恐慌となった。また、この時
アメリカでも恐慌がおきて生糸の輸出も激減して
いた。そんな中で関東大震災がおこり、日本経済
へさらなる打撃を与えた。この時に銀行に残され
たのが震災手形である。手形とは、一定の時期ま
でに手形を発行した者が額面の金額を支払う義務
をもつものである。手形を受け取った者はそれを
銀行へ持ち込み、銀行は支払期日までに利子に相
当する金額を引いた金額を支払って、その手形を
買い取った。しかし、震災で手形を発行した会社
がなくなり、現金化できない手形が銀行に残され
不良債権化したため、銀行の経営を圧迫した。

Ｑの解答例 　戦後恐慌、震災恐慌により大量
の不良債権をかかえた銀行の経営不安に、時の
蔵相の失言もあいまって取付け騒ぎが頻発し、
金融恐慌がおこった。若槻内閣は倒れ、新たに
発足した田中内閣の下、 ３週間のモラトリアム
と日銀非常貸出によって混乱を収束させた。

読みときの解答例 　明るさや影の短さから白昼
であることが推測され、警官が出動し、隙間の
ない大行列が銀行を取り囲んでいることからも
預金者の切迫感が伝わってくる。

 解説 　Ｂ金融恐慌の発生
　憲政会の第 １次若槻礼次郎内閣の片岡直温蔵相
は、震災手形処理法案を審議している衆議院予算
委員会で、野党政友会からの執拗な攻撃に、東京
渡辺銀行の経営ゆきづまりを失言し、中小銀行の
経営不安を明らかにしてしまった。この結果、預
金者は自分の銀行預金を守るために払戻しを求め
て各銀行へ殺到し、多くの銀行が休業に追い込ま
れた。恐慌への対応に苦慮する若槻内閣は、戦後
恐慌によって倒産した鈴木商店へ大量に融資して
いた台湾銀行を救済する緊急勅令案を提出したが、
枢密院は了承しなかった。これは憲政会内閣の協
調外交に対して枢密顧問官の伊東巳

み

代
よ

治
じ

などが反
発していたからである。万策尽きた若槻内閣は総
辞職した。
 解説 　Ｃ金融恐慌への対応
　若槻内閣に代わって、立憲政友会の田中義一内
閣が成立した。田中は陸軍・長州閥の重鎮であっ
たが、原敬内閣で陸相をつとめた経験から高橋是
清に続く立憲政友会総裁に就任した。高橋はこの
内閣で蔵相をつとめ、全国の銀行でモラトリアム
を実施し、 ４月22・2３両日、銀行を自主休業させ、

1 恐慌の時代

恐慌と第二次世界大戦

第15章

〈金融恐慌〉
⑴背景　第一次世界大戦後の日本経済　Ａ
　１920年　戦後恐慌
　１92３年　関東大震災→震災恐慌→震災手形の不良債権化
⑵金融恐慌の発生　Ｂ
　きっかけ：片岡蔵相（憲政会・第 １次若槻内閣）の失言
　経過：銀行への取付け騒ぎ発生→銀行の休業あいつぐ（金融恐慌）
　　　　第 １次若槻内閣：台湾銀行救済案
　　　　→枢密院：これを認めず→内閣総辞職
⑶恐慌への対応と鎮静化　Ｃ
　田中義一内閣（立憲政友会）の成立
　　高橋是清蔵相：モラトリアム（支払猶予令）の実施
　　　　　　　　　日本銀行の非常貸出
　恐慌後の経済
　　 ５大銀行の台頭……財閥の中心

Ｑの解答例

Ａ
　

Ｂ
　

Ｃ

1　恐慌の時代　　　241

2１億9000万円の特別融資を行った。この時に日銀
は大量の紙幣を印刷したが、両面印刷が間にあわ
ず、裏が白い紙幣が流通することとなった。これ
によって金融恐慌は一気に収束を迎えた。なぜ裏
の白い紙幣が発行されたのかを考察させ、金融恐
慌の混乱ぶりを理解させたい。

　内外政策の転換　
学習の目標
　社会主義勢力の活動とそれへの弾圧政策、ま
た中国大陸における外交政策の転換を多角的に
考察する。

 解説 　Ａ第 １回普通選挙と政府の対応
　第 １回普通選挙で、無産政党はあわせて約４.7
％の得票だったが、無産政党が分裂し競合したた
め、当選者は全体の約１.7％の ８名しか出せなか
った。しかし、政府は当選者を出したこと自体に
衝撃をうけ、非合法の共産党員が労働農民党の候
補者として活動していたことが明らかになると、
共産党の活動を制限する必要を感じ、この年の ３
月１５日に共産党員の大量検挙を行った（三・一五
事件）。また、政治犯・思想犯を取り締まるため
に特別高等警察を各道府県に設置した。翌年の共
産党員の大量検挙（四・一六事件）によって共産党
は壊滅的打撃をうけた。
 解説 　Ｂ治安維持法改正
　立憲政友会の田中内閣は、政友本党と憲政会が
合同して立憲民政党が成立したこともあり、少数
与党であったため、総選挙によってこの状況を打
開しようとした。結果は、第 １党になったものの
少数与党であることは変わらず、治安維持法の罰
則を強化する案も廃案となっていた。そのため、
田中内閣は議会の承認を経ない緊急勅令として通
過させ、これを成立させた。これにより、治安維
持法における最高刑は死刑となり、本人の意思に
関係なく共産党に協力したとしても 2年以上の刑
に処せられる可能性が出てきた。

読みときの解答例 　広州から北上した国民革命
軍の進路には列強の権益があり、山東半島やそ
の北の満洲には日本の権益があったため、日本
は軍閥を支援することで既得権益を守ろうとし
た。

 解説 　Ｃ積極外交
　幣原外相による協調外交への枢密院の不満から
第 １次若槻内閣が退陣した後、田中内閣では田中
が首相と外相を兼任し、外務政務次官に森恪

つとむ

、満
鉄社長に山本条太郎を起用した。この 2人はとも
に立憲政友会と関係の深い三井物産の出身で、中
国でビジネスの経験もある対中強硬派であった。
田中内閣は国民革命軍が山東へ接近したことをう
け、１927（昭和 2）年 ５月に居留民保護のために山
東出兵を決定した。 ６～ 7月にかけては東方会議
を東京で開催し、満蒙の権益を日本自らの力で守
ることが確認された。中止されていた北伐が再開
されると、１92８年 ４ 月、第 2次山東出兵が行われ、
５月には済南で両軍が衝突した（済南事件）。
 図版 　3張作霖爆殺事件
　国民革命軍との戦いに敗れた張作霖をみた関東
軍は、軍閥による満洲の間接支配よりも、日本の
直接支配を志向するようになった。これにより張
作霖は、関東軍の一部によって奉天郊外の満鉄線

〈内外政策の転換〉
⑴普通選挙と政府の対応　Ａ
　１92８年　第 １回普通選挙　　日本共産党活動公然化
　１929年　三・一五事件…共産党員大量検挙
　　　　　→治安維持法改正…最高刑を死刑へ　Ｂ
⑵積極外交の展開　Ｃ
　中国：北伐の開始（蔣介石）→１927年　国民政府樹立（南京）
　日本：田中義一内閣…東方会議の開催
　　　　満洲軍閥の張作霖支援
　　　　山東出兵…日本人居留民の保護
　　　　１92８年　張作霖爆殺事件…関東軍による陰謀
　　　　→田中内閣総辞職

Ａ
　

　

Ｂ
　

　

Ｃ
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80　　　歴史資料と中世の展望

ねらい
　中世の絵巻や屛風などの絵画資料は、社会のあり方を隅々まで
表現している。絵巻は右から左へとめくるうちに時間が流れ、物
事が変化していくという特性をもち、屛風はある時期の社会の全
体像を描く特性をもっており、絵巻や屛風に描かれている人や物
をみてゆくと、社会のリアルな姿がみえてくるのである。
　ここでは中世の京都を描いた ３点の作品を取り上げた。道をゆ
くのはどんな人でどんな姿で何をしているのか、建物はどんな構
造で、人はどんな住まい方をし、庭はどう使われているのか、そ
れらが時代とともにいかに変化したのかをみてゆこう。山や川な
どの自然環境や動植物の描かれ方にも注目したい。目をこらし想
像力をはたらかせて、絵師が何を描こうとしたのか考えたい。

 解説 　1『年中行事絵巻』（巻 1、「朝覲行幸の図」）
Q 行列のゆく都の大路、それをみつめる町中の人びとの視線、住
んでいる家のようすにも注目しよう。そのうえで、上皇がどうして
この場面をえがかせたのかを考えたい。『年中行事絵巻』には、ほか
にどのような場面がえがかれたのだろうか。
　『年中行事絵巻』は保元・平治の乱などの戦乱をへて、世の中がよ
く治まっていることを示すために描かれた。そのため多くの人々に
みせていた。
　図1の天皇が上皇のもとにむかう行幸の場面でも、人々が行儀よ
く並んで行列をみている。身なりも整っており、女性や子ども、老
人も入り交じり、平和で楽しそうな様子が表情からもうかがえるだ
ろう。
　古代には京都の大路の両側に貴族や寺院の塀があったが、この時
期には塀が壊され、塀の前に進出して家が建てられた。その町屋は
板葺切妻造の屋根で、正面に半

は

蔀
じとみ

の高窓を開き、板戸を立てて戸口
にし、正面の腰壁は網代張で、長屋風に軒が連なり、家の戸口には
新年を祝う門松が立てられている。巷

こう

所
しょ

といって田畑にされている
ところもあった。
　『年中行事絵巻』のほかの場面もみてみよう。

絵画から
中世社会をさぐる

歴史資料と中世の展望

図B　「稲荷祭の図」（『年中行事絵巻』巻12）

図C　「蹴鞠に興じる貴族」（『年中行事絵巻』巻 3）

　図Aは、行幸先の鴨川東の法住寺御所の図である。法住寺御所は
三十三間堂の近くにあった後白河法皇の御所で、その南

なん

庭
てい

で舞が行
われ、姿は描かれないが、殿舎の中では二条天皇と法皇が向かい合
って座り、廊や庭に多くの公卿が列座し、池には龍頭の船が浮かぶ

図A　「法住寺御所の図」（『年中行事絵巻』巻 1）
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高
校
日
本
史

関
連
教
材

B5判・292頁・2色刷・付属データ集DVD-ROM付　定価22,000円（10％税込）
『高校日本史』を使った授業実践にご活用いただける材料を盛り込みました。

教師用指導書 授業実践編
高校日本史

日探706準拠

＊�歴史資料と各時代の展望のページは、充実した解説を付し、生徒が資料を活用した考察・表現をし
やすい授業が展開できるよう工夫しました。
❼ねらい　取り上げた資料を扱う「ねらい」を示しました。
❽�問いの解答例・解説　資料を詳しく解説し、問いの解答例や、考察・表現のアプローチを示してい
ます。その他にも、適宜、発問例と解答例をプラスしています。

1

2

4

4

5

6

3

7

8

❶�学習の目標　小見出しごとに、学習の柱となるポイントをまとめて示しました。
❷�解説　特におさえておきたい重要な記述を解説しています。板書例・本文との対応は英字で示して
います。
❸�史料・図版　教科書に掲載の史料・図版について、授業に役立つ解説しています。
❹�問いの解答例　教科書の「読みとき」「Ｑ」「章のまとめ」の問いの解答例を示しています。その他にも、
適宜、発問例と解答例をプラスしています。
❺�板書例　流れを簡潔にまとめた板書例を示しました。授業プリントの作成などにもご活用いただけます。
❻�教科書画像　教科書を縮小して入れました。赤い英数字で解説や問いの解答例、板書例との対応も
示しました。

＊教師用指導書研究編（日本史探究教科書共通）もあわせてご検討ください ➡p.27
 
。
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高
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史

『教師用指導書 授業実践編』にはデータ集DVD-ROMが付属します。
授業準備やテスト問題の作成に、ぜひご活用ください。

⚫教科書の章ごとに構成されています。
⚫学習のポイントを明示し、要点を理解しやすく工夫しています。
⚫授業スタイルにあわせて編集が可能です。

教師用指導書 授業実践編　付属データ集
高校日本史

日探706準拠
❼授業用スライド   PowerPoint

14

10 偽籍の発生と班田収授のゆきづまり
９世紀になると、地方では戸籍を偽り、税負担が軽い女性の
数を多く登録する行為が発生した。班田はしだいにおこなわ
れなくなり、従来の課税方式はゆきづまった。

Ⅰ－４－１ 摂関政治 地方支配と受領

阿阿波波国国板板野野郡郡田田上上郷郷のの戸戸籍籍((延延喜喜２２年年))

計31人が所属
(内訳) 男性６人、女性25人

男性：耆老２人、正丁２人、小子１人、
その他１人(「宇志祝部」)

女性：耆妻・耆女９人、丁女16人

筑筑前前国国嶋嶋郡郡川川辺辺里里のの戸戸籍籍((大大宝宝２２年年))

計16人が所属
(内訳) 男性７人、女性９人

男性：正丁２人、少丁２人、小子２人、
緑児１人

女性：耆女１人、丁妻２人、次女１人、
小女４人、緑女１人

【偽籍の例】【律令にもとづく戸籍の例】

18

読みとき 国司の暴政
地方行政にたずさわった国司が、
このような暴政を働いたのはな
ぜだろうか。

Ⅰ－４－１ 摂関政治 地方支配と受領

32

９ 貴族の生活
貴族の衣服や住宅は日本風となり、十二単や寝殿造が登場し
た。寝殿造の内部には大和絵がえがかれ、蒔絵の技術をもち
いた調度品が室内を飾り、螺鈿の技法も発達した。

Ⅰ－４－２ 国風文化 貴族の生活

平安貴族の衣・食・住 束帯・女房装束

教科書
データ

①教科書紙面 PDF 教科書全ページの紙面データ
②教科書本文・注・史料テキスト Word 本文・注・史料のテキストデータ
③教科書掲載地図・図表 JPEG カラー・モノクロ2種の画像データ
④教科書掲載問い・解答例一覧 Excel 問いと解答例の一覧
⑤指導書紙面 PDF 指導書全ページの紙面データ
⑥年間指導計画・評価規準例 Excel カリキュラムにあわせて加工が可能

教科書
準拠教材

⑦授業用スライド PowerPoint 教科書の章ごとに構成
問いの解答例も収録

⑧ 授業用スライド対応 
ワークシート Word スライドに対応したワークシート

⑨準拠テスト例 Word 小問ごとに観点別評価を明記
テストに対応したルーブリック（評価規準表）例付き

⑩準拠ノート PDF   Word 『高校日本史ノート』の紙面データ
⑪白地図集 JPEG プリント用・黒板用2種の画像データ

付属データ集DVD-ROM　収録予定コンテンツ一覧
DVD

⚫ 教科書の紙面PDF、本文・史料のテキストデータ、地図・図表データを収録しています。
　プリントやスライドの作成などにご活用いただけます。

6 第1章  日本文化のあけぼの

10

15

5

人類の誕生
地球上に人

じん

類
るい

の祖
そ

先
せん

とされる猿
えん

人
じん

❶があらわれたの

は、今からおよそ700万年前と考えられている１。

地球の誕生は約46億年前とされているので、地球そのものの誕生か

らの時間を考えると、人類の歴史はきわめて短い。

　猿人の次の原
げん

人
じん

があらわれた時代は、一般に氷
ひょう

河
が

時代とよばれ

る❷。この時代は、地球全体に寒
かん

冷
れい

な時期と温
おん

暖
だん

な時期が、長い時

間をかけながら、交互にくり返しておとずれた。寒冷な時期には、

大陸では氷河が発達し、そのため海面は今よりも低くなった。

　私たちの住む日
に

本
ほん

列
れっ

島
とう

は、氷河時代には大陸と地続きになること

もあった。そのような時期に、ユーラシア大陸からナウマンゾウ・

オオツノジカなどの大型動物が渡ってきた2。このことは、これら

日本文化の始まり1

日本文化のあけぼの
大陸から日本列島に渡ってきた日本人の祖先は、 旧

きゅう

石
せっ

器
き

時代から縄
じょう

文
もん

時代、
弥
やよい

生時代へと移っていくなかで、定住生活や農
のう

耕
こう

生活を身につけていった。自然
環境の変化は、人びとの生活にどのような影響をあたえたのだろうか。

第 1 章

❶人類は、猿人・原人・旧人・新
人の順で出現したとされる。

❷地質学では、更
こう

新
しん

世
せい

とよぶ。

人類の進化
人類は猿人から原人、旧人、新人の順にあらわれたが、単線的に進化したのでは

ない。それはこの図からどうしてわかるのか、説明してみよう。

■１人類の進化と地質年代

読
み

 

　と
き

鮮新世中新世

  猿人　　
（アウストラロピテクスなど）

 原人
（ホモ＝エレクトゥスなど）

旧人

海面の高さ

（ミンデル）氷期

（リス）氷期
（ギュンツ）氷期

（ヴュルム）氷期

（ （ホモ＝ネアンデル
ターレンシスなど

更新世前期 更新世中期 更新世後期 完新世

0

－100m

700万年前 200500 100 70 50 20 13 10 5 1万 5000

　　 新人
（ホモ＝サピエンス）現代人

旧　石　器　時　代 新石器時代

28 供用　高校日本史（日B 308）：km001-28

1 日本文化の始まり 7

5

10

15

20

日本の旧石器文化の発見
更新世の後半の時期は、富

ふ

士
じ

山
さん

や赤
あか

城
ぎ

山
やま

・浅
あさ

間
ま

山
やま

など関東周辺の火山が活発に
活動していた。関東ローム層は火山の噴
出物が偏

へん

西
せい

風
ふう

で運ばれ積もった地層で、
この環境では人類は生存できないと考え
られていた。しかし、独学で考古学を学
んだ相

あい

沢
ざわ

忠
ただ

洋
ひろ

が1946（昭和21）年に群馬県
岩
いわ

宿
じゅく

遺跡の関東ローム層から打
製石器を発見したことをきっか
けに学術調査がおこなわれ、日
本の旧石器文化の存在がはじめ
て明らかになった。

Topic

の動物の骨が日本列島の各地でみつかっていることからもわかる。

日本人の祖先も、およそ 4万年前に大陸から渡ってきたと考えられ

ている。

　現在までに日本列島で発見された人骨は、いずれも新
しん

人
じん

段階のも

ので、旧石器人はどのような系統の人類なのかなど、不明な点が多

い。日本人の原型は、旧石器人の子孫の縄文人であり、その後、も

ともとは北アジアに住んでいて弥生時代以降に日本列島に渡
と

来
らい

した人びとなどと混血をくり返して、今日の日本人が形成

されたと考えられている。

旧石器文化
第二次世界大戦以前、日本列島には旧石器時

代は存在しないと考えられていたが、戦後、

考古学の進展にともない、旧石器文化の存在が確認された。

現在までに、北海道から沖縄県におよぶ各地で、数多くの後

期旧石器時代の遺
い

跡
せき

が発見されており、数万年以前から日本

列島に人間が生活していたことがわかってきた。

　旧石器時代の石器は、石をたたいてつくる打
だ

製
せい

石器3で、

初めのころは狩
か

りなどに使うナイフ形の石器が使われた。の

ちに槍
やり

の先につける木
こ

の葉
は

形の尖
せん

頭
とう

器
き

、旧石器時代の終わり

になると細
こま

かい刃を木などの先にうめこんで使う細
さい

石
せっ

器
き

など

がつくられた。

　人びとは、狩
しゅ

猟
りょう

と植物性食料の採
さい

集
しゅう

を中心とした生活を

▶p.11

細石器の便利な点を考えてみよう。　

Q

現在の陸地
更新世末期（約2万年前）
の推定海岸線
旧石器文化の主要遺跡
化石人骨出土地
ナウマンゾウ化石出土地

置戸安住

茂呂

月見野

岩宿

樽岸 白滝

野尻湖オオツノジカ
ナウマンゾウ

茶臼山・上ノ平

浜北人

港川人

国府

恩原

上場

白保竿根田原洞人

たるぎし しら たき

ちゃうすやま うえ のたいら

おけ と あ ずみ

の じり こ

おんばら

うわ ば

はまきたじん

みなとがわじん

しら ほ さお ね た ばるどうじん

つき み の

も ろ

こ う

●●

●

●●
● ●●

●●

●

●

0 500km

2 2 万年前の日本列島　現状の海岸線とくらべてみ
よう。（町田洋原図より作成）

相沢忠洋が発見した黒
こく

曜
よう

石
せき

の槍
やり

先
さき

形石器（群馬県、相澤忠洋記念館蔵）

尖
頭
器

岩
宿
Ⅲ

地表

敲こ
う

打だ

器き

岩
宿
Ⅰ

ナ
イ
フ
形
石
器

岩
宿
Ⅱ

岩宿遺跡の関東ロ
ーム層断面

3旧石器時代の打製石器　それぞれ大き
さ、使い方、利用目的は異なっている。 （①群
馬県岩宿遺跡、明治大学博物館蔵　②岡山県恩

おん
原
ばら

遺

跡、岡山大学考古学研究室蔵　③新潟県荒
あら

屋
や

遺跡出

土、東京国立博物館蔵）

1cm

5cm

0

0

①打製石
せき

斧
ふ

②ナイフ形石器

③細石器

❽授業用スライド対応ワークシート  Word
⚫ 授業用スライドに対応したワークシートもご用意しています。

❶教科書紙面   PDF 　❷本文・注・史料テキスト  Word 　❸地図・図表   JPEG

ワークシート 
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第４章 貴族政治の展開 

本日の学習課題 

律令にもとづく政治のしくみはしだいに変容し、中央では摂関による政治が始まった。課税の基準は人

から土地へとかわり、地方では受領による支配が始まった。摂関や受領がうまれてきた背景は何だろう

か。 

 

① 摂関政治 

◆藤原氏の発展 

１ 藤原氏北家の台頭 

藤原氏北家の藤原冬嗣は、嵯峨天皇に信頼されて蔵人頭となり、天皇家とも姻戚関係になった。 

 

２ 藤原良房の時代 

冬嗣の子の(  良房  )は、842年の(  承和の変  )で伴・橘氏をしりぞけて藤原氏北家の優位

を確立し、858年には孫の清和天皇の(  摂政  )となった。また、868年の(  応天門の変  )で

伴・紀氏を没落させた。 

 

３ 菅原道真の登場 

(  関白  )の地位を確立した(  藤原基経  )の死後、宇多天皇は滝口の武者をおき、(  菅

原道真  )を重用したが、醍醐天皇のときに、左大臣時平(基経の子)が右大臣道真を左遷した。 

 

４ 延喜・天暦の治 

10世紀前半には、醍醐・村上両天皇が摂政・関白をおかず、みずから政務をとった(  延喜・天暦の

治  )。 

 

５ 藤原氏北家の権力確立 

醍醐・村上両天皇のあいだの時期にも藤原忠平が摂政・関白として天慶の乱に対処し、969年の(  安

和の変  )で藤原氏北家の勢力は不動のものとなった。 

 

◆摂関政治 

６ 摂関政治と摂関家 

10世紀後半から 11世紀には、天皇の幼少時に摂政、成人後に関白がほとんど常におかれ、政治を主導

した。これを(  摂関政治  )とよび、摂政・関白を出す家柄を摂関家という。 

 

７ 摂関政治と外戚・「氏の長者」 

摂関は天皇の外戚(母方の親戚)として実権をにぎる一方、藤原氏の「氏の長者」を兼ねて一族を統制し

た。内部争いののち、摂関政治は(  藤原道長  )・(  頼通  )の時代に全盛期をむかえた。 

  

ワークシート 
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・摂関家の内部争い 

 ① 兼通・兼家の争い 

  兄兼通、弟兼家は兄伊尹の死後、摂政の地位をめぐり争った。 

 ② 伊周・道長の対立 

  道兼の死後、関白の地位をめぐり伊周は叔父道長と対立した。 

 

８ 藤原道長・頼通の時代 

４人の娘を天皇や皇太子と結婚させた藤原道長は約 30年間、子の頼通は道長の孫にあたる３代の天皇

の治世の約 50年間にわたり、それぞれ権勢をふるった。 

 

９ 摂関家と中・下級貴族 

中・下級の貴族たちは、役人の人事権をにぎる摂政・関白に取りいり、高い収入を得られる受領に任じ

られようとした。 

 

◆地方支配と受領 

10 偽籍の発生と班田収授のゆきづまり 

９世紀になると、地方では戸籍を偽り、税負担が軽い女性の数を多く登録する行為が発生した。班田は

しだいにおこなわれなくなり、従来の課税方式はゆきづまった。 

 

11 受領の登場 

10 世紀になると、政府は現地におもむく最上席の国司(ふつうは守)である(  受領  )に、徴税の

責任と引きかえに一国内の政治全般をゆだねた。 

 

12 税制の転換 

受領は有力農民(  田堵  )に田地(  名  )の耕作を請け負わせ、税(官物・臨時雑役)を徴収

した。課税の基準は、成人男性から土地へと切りかわっていった。 

 

13 遙任と成功・重任 

国司のなかには、現地に行かずに収入を得る(  遙任  )がふえた。中・下級貴族にとって受領の地

位は利権とみなされ、尾張守藤原元命のような強欲な者がふえ、(  成功  )や(  重任  )がさ

かんになった。 

 

読みとき 国司の暴政 

地方行政にたずさわった国司が、このような暴政を働いたのはなぜだろうか。 

政府は徴税の責任と引きかえに、一国の統治を国司にゆだねた。そのため国司(受領)は租税を確保 

するとともに私腹をこやすようになった。 
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第４章 貴族政治の展開 

 

第１問 つぎの系図を参考に、問いに答えよ。 

〔系図〕 

 

問１ 系図中の空欄Ａ～Ｅに入る人物をそれぞれ選べ。【知識・技能】 

ア 藤原道長  イ 藤原基経  ウ 藤原頼通  エ 藤原時平  オ 藤原良房 

 

問２ Ａ～Ｅの人物について述べた文章として、正しいものをそれぞれ選べ。なお、解答は複数ある場合

がある。【思考・判断・表現】 

ア 承和の変で伴健岑・橘逸勢らをしりぞけた。 

イ 「此の世をば我が世とぞ思ふ望月の かけたることも無しと思へば」とよんだ。 

ウ 阿衡の紛議で宇多天皇に圧力をかけた。 

エ 応天門の変で伴・紀両氏を没落させた。 

オ 菅原道真を大宰府に左遷した。 

カ ４人の娘を天皇や皇太子と結婚させた。 

キ 後一条・後朱雀・後冷泉天皇の摂政・関白となった。  

ルーブリック例 

高校日本史 
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第４章 貴族政治の展開 

 

  Ａ 十分満足 Ｂ おおむね満足 Ｃ 努力を要する 

知
識
・
技
能 

摂関政治の展開や受領のう

まれた背景、国風文化の特

徴、荘園の発達と武士団の成

長について総合的にとらえ

て理解しているとともに、複

数の資料から情報を適切か

つ効果的に調べまとめる技

能を身につけている。  

摂関政治の展開や受領のう

まれた背景、国風文化の特

徴、荘園の発達と武士団の成

長について理解していると

ともに、複数の資料から情報

を調べまとめる技能を身に

つけている。 

摂関政治の展開や受領のう

まれた背景、国風文化の特

徴、荘園の発達と武士団の成

長についての理解や、資料か

ら情報を調べまとめる技能

が十分に身についていない。 

思
考
・
判
断
・
表
現 

摂関政治の展開や受領のう

まれた背景、国風文化の特

徴、荘園の発達と武士団の成

長に関わる諸事象の意味や

意義などを、時期や年代、推

移、比較、相互の関連や現代

世界とのつながりなどに着

目し、資料を通して読み取れ

る情報から多面的・多角的に

考察し、表現している。 

摂関政治の展開や受領のう

まれた背景、国風文化の特

徴、荘園の発達と武士団の成

長に関わる諸事象について、

資料を通して読み取れる情

報から多面的・多角的に考察

し、表現している。 

摂関政治の展開や受領のう

まれた背景、国風文化の特

徴、荘園の発達と武士団の成

長に関わる諸事象について、

資料の読み取りが不十分で、

適切な考察にもとづき表現

していない。 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

摂関政治と国風文化の特徴、

武士団の成長について、みず

から関心をもって学習に取

り組み、振り返りを効果的に

活用し、課題を主体的に探究

しようとしている。 

摂関政治と国風文化の特徴、

武士団の成長について、みず

から関心をもって学習に取

り組み、振り返りを活用し、

課題を探究しようとしてい

る。 

摂関政治と国風文化の特徴、

武士団の成長について、学習

への取組みが不十分で、振り

返りを活用できていない。 

 

高
校
日
本
史

教師用指導書 授業実践編 付属データ集
高校日本史

⚫教科書の章ごとに構成されています。
⚫小問ごとに観点別評価を明記しています。
⚫さまざまなパターンの出題形式を用意しています。

⚫ 準拠テスト例に対応した「ルーブリック（評
価規準表）例」を収録しました。

　A・B・Cの具体的な規準を例示しています。

問題ごとに【知識・技
能】【思考・判断・表
現】【主体的に学習に
取り組む態度】のいず
れに相当するのかを
示しています。

❾準拠テスト例  Word
〈１章ごとにA4判約10枚収録〉

❿準拠ノート   PDF   Word

⓫白地図集  JPEG

⚫『高校日本史ノート』の紙面データは、PDFとWordの2種類を収録しました。

⚫ プリントなどの作成に便利な白地図データは、プリント用・黒板用の2種類を収録しました。
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第１章 日本文化のあけぼの 

１ 日本文化の始まり 

教 p.6〜10 

 

●人類の誕生 

ａ 人類の祖先とされる（①猿人）は、約 700 万年前にあらわれた。 

（①猿人）の次の原原人人があらわれた時代は、一般に（②氷河）時代とよばれ、地球全体に寒冷な時期

と温暖な時期が交互にくり返しておとずれた。 

ｂ （②氷河）時代にはユーラシア大陸と地続きになることもあり、大陸から（③ナウマンゾウ）・オオ

オオツツノノジジカカなどの大型動物とともに日本人の祖先も渡ってきた。 

ｃ 日本列島で発見された人骨は、（④新人）段階に限られる。日本人の原型は、旧石器人の子孫の（⑤

縄文）人と、（⑥弥生）時代以降に日本列島に渡来した人びとが混血して形成されたと考えられて

いる。 

 

●旧石器文化 

ａ 日本列島で旧旧石石器器文文化化の存在が確認されたのは、岩宿遺跡で関東ローム層から石器がみつかった

第二次世界大戦後のことである。 

ｂ 旧石器は、石をたたいてつくる（⑦打製石器）で、狩りなどに（⑧ナイフ形）石器が使われ、の

ちに、尖頭器や（⑨細石器）がつくられた。人びとは、狩狩猟猟と植物性食料を採採集集する生活をしてい

た。長野県の（⑩野尻湖）では、象の化石骨と（⑦打製石器）が同じ地層から発見されている。 

 

●縄文文化 

ａ 約 1 万年余り前に気候は温暖化し、大型動物は姿を消してニホンジカやイノシシなどが増え、こ

れらをとらえるために（⑪弓矢）を使うようになった。石器も打製石器のほかに（⑫磨製石器）も

使うようになり、シカの角でつくる銛や釣針などの（⑬骨角器）もあらわれた。 

ｂ 表面に縄をころがしてつけた文様をもつ縄縄文文土土器器も使われるようになった。ユーラシア大陸各地

の（⑭新石器）時代に対応する文化といえるが、（⑮農耕）・牧畜などは伴わず、食料採集段階にと

どまっていた。 

 

●縄文人の生活 

ａ 人びとは、数戸の（⑯竪穴）住居をたてて、中央に広場を設け集落をつくった。食材はクリ・ク

ルミなどの木の実や、魚・貝や鳥・獣などであり、（⑰貝塚）から、当時の食料を知ることができ

る。 

ｂ 黒曜石の鏃の分布から、広範囲に（⑱交易）がおこなわれていたことがわかる。 

ｃ 人びとは自然現象や自然物に霊がやどると考え（アアニニミミズズムム）、石棒や土土偶偶などがつくられ、また

（⑲屈葬）という独特な埋葬がおこなわれた。 

 

読みとき 縄文土器と人びとの暮らし 

4　　第 １ 章　日本文化のあけぼの

日本文化のあけぼの
第 1 章

１　日本文化の始まり ○教 　p.6〜１0

ａ 　人
じん

類
るい

の祖
そ

先
せん

とされる（　 ① 　）は、約700万年前にあらわれた。
（ ① ）の次の原

げん

人
じん

があらわれた時代は、一般に（　 ② 　）時代とよばれ、
地球全体に寒

かん

冷
れい

な時期と温
おん

暖
だん

な時期が交互にくり返しておとずれた。
ｂ 　（ ② ）時代にはユーラシア大陸と地続きになることもあり、大陸から
（　 ③ 　）・オオツノジカなどの大型動物とともに日本人の祖先も渡っ
てきた。

ｃ 　日本列島で発見された人骨は、（　 ④ 　）段階に限られる。日本人の
原型は、旧石器人の子孫の（　 ⑤ 　）人と、（　 ⑥ 　）時代以降に日本
列島に渡

と

来
らい

した人びとが混血して形成されたと考えられている。

ａ 　日本列島で旧石器文化の存在が確認されたのは、岩
いわ

宿
じゅく

遺跡で関東ロ
ーム層から石器がみつかった第二次世界大戦後のことである。

ｂ 　旧石器は、石をたたいてつくる（　 ⑦ 　）で、狩りなどに（　 ⑧ 　）
石器が使われ、のちに、尖

せん

頭
とう

器や（　 ⑨ 　）がつくられた。人びとは、
狩
しゅ

猟
りょう

と植物性食料を採
さい

集
しゅう

する生活をしていた。長野県の（　 ⑩ 　）で
は、象の化

か

石
せき

骨と（ ⑦ ）が同じ地層から発見されている。

ａ 　約 1万年余り前に気候は温暖化し、大型動物は姿を消してニホンジカ
やイノシシなどが増え、これらをとらえるために（　 ⑪ 　）を使うよう
になった。石器も打製石器のほかに（　 ⑫ 　）も使うようになり、シカ
の角
つの

でつくる銛
もり

や釣
つり

針
ばり

などの（　 ⑬ 　）もあらわれた。
ｂ 　表面に縄をころがしてつけた文

もん

様
よう

をもつ縄文土器も使われるようにな
った。ユーラシア大陸各地の（　 ⑭ 　）時代に対応する文化といえるが、
（　 ⑮ 　）・牧

ぼく

畜
ちく

などは伴わず、食料採集段階にとどまっていた。

ａ 　人びとは、数戸の（　 ⑯ 　）住居をたてて、中央に広場を設け集落を
つくった。食材はクリ・クルミなどの木の実や、魚・貝や鳥・獣

けもの

など
であり、（　 ⑰ 　）から、当時の食料を知ることができる。

ｂ 　黒
こく

曜
よう

石
せき

の 鏃
やじり

の分布から、広範囲に（　 ⑱ 　）がおこなわれていたこ
とがわかる。

ｃ 　人びとは自然現象や自然物に霊
れい

がやどると考え（アニミズム）、石
せき

棒
ぼう

や
土
ど

偶
ぐう

などがつくられ、また（　 ⑲ 　）という独特な埋
まい

葬
そう

がおこなわれた。

人類の誕生

旧石器文化

縄文文化

縄文人の生活

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

⑯

⑰

⑱

⑲

PDF Word

〈プリント用〉 〈黒板用〉
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恐慌と第二次世界大戦
第 15 章

1　恐慌の時代⑴ ○教 　p.228〜229

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

⑮

ａ 　1920年に戦
せん

後
ご

恐
きょう

慌
こう

、1923年には（　 ① 　）がおこって、日本経済は
大きな打撃をうけ慢性的な不

ふ

況
きょう

が続いていた。
ｂ 　1927年、議会での片

かた

岡
おか

直
なお

温
はる

大蔵大臣の失言をきっかけに、銀行に預金
者が殺

さっ

到
とう

する取
とり

付
つ

け騒
さわ

ぎがおこり、多くの銀行が休業に追いこまれる事
態となった。これを（　 ② 　）という。

ｃ 　この混乱のなかで憲
けん

政
せい

会
かい

の（　 ③ 　）内閣は倒れた。背景には、この
内閣の外交姿勢を軟弱と批判する勢力による倒閣運動があった。

ｄ 　あとをついだ（　 ④ 　）会の（　 ⑤ 　）内閣は、高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

大蔵大臣の
もとで、 3週間の（　 ⑥ 　）（支払猶予令）を発した。その間に日本銀行
からの非常貸

かし

出
だし

をおこなって、（ ② ）はしずまった。
ｅ 　（ ② ）で多くの中小銀行が倒れ、三

みつ

井
い

・三
みつ

菱
びし

・住
すみ

友
とも

・安
やす

田
だ

・第
だい

一
いち

の ₅
大銀行が支配的な地位を占めるようになった。大銀行を中心とする大財

ざい

閥
ばつ

は、経済界を支配するとともに、政治への発言権を増していった。

ａ 　1926年12月、大正天皇が亡くなり、昭和天皇が即位して、昭和と改元
された。

ｂ 　田中義一内閣のもとで、1928年、最初の男性普
ふ

通
つう

選
せん

挙
きょ

が実施された。
このとき、（　 ⑦ 　）党が公然と活動を始めたので、（　 ⑧ 　）事件と
よばれる共

きょう

産
さん

党
とう

員の大
だい

検
けん

挙
きょ

をおこなうとともに、治
ち

安
あん

維
い

持
じ

法
ほう

を改正し
て、最高刑を死刑・無期懲

ちょう

役
えき

とした。
ｃ 　田中義一内閣は、中国に対しては、それまでの協調外交にかわる積極
外交を展開した。1926年 7 月、孫

そん

文
ぶん

のあとをついだ（　 ⑨ 　）が、国民
革
かく

命
めい

軍をひきいて北
ほっ

方
ぽう

軍
ぐん

閥
ばつ

を倒す（　 ⑩ 　）を開始していた。
ｄ 　田中義一内閣は、東

とう

方
ほう

会議を開き、満
まん

洲
しゅう

における日本の権
けん

益
えき

を実力
で守る方針を決めた。そして、日本人居

きょ

留
りゅう

民
みん

保護を名
めい

目
もく

として、 3次
にわたる（　 ⑪ 　）をおこなった。

ｅ 　日本は、（ ⑨ ）と対立していた満洲軍閥の（　 ⑫ 　）を支援して、そ
れまでの満洲における権益をまもろうとした。しかし（ ⑫ ）が国民革命
軍に敗北すると、（　 ⑬ 　）の一部は満洲を直接支配しようとして、張
の乗った列車を奉

ほう

天
てん

郊外で爆破した。これを（　 ⑭ 　）事件という。
ｆ 　当時、この事件の真相は国民には知らされず、（　 ⑮ 　）事件とよば
れた。田中義一首相は、この問題の処理をめぐって昭和天皇の不

ふ

興
きょう

を
かい、退陣した。

金融恐慌

内外政策の転換

1　恐慌の時代⑴　　133

北伐と日本
次の図をみて、軍閥の位置や北

ほく

伐
ばつ

の進
路が、日本にどのような影響をあたえ
たか、①〜③にふれながら説明してみ
よう。

① 北伐を始めた 蔣
しょう

介
かい

石
せき

の進路は、ど
こへ向かっているのだろうか。

② 中国における日本の権益はどの地域
にあるのだろうか。

③ 軍閥の 張
ちょう

作
さく

霖
りん

の位置は、日本にと
ってどのような意味があるのだろう
か。

張作霖爆殺事件
1928.6

北伐開始
1926.7

国民革命軍の北伐路
軍閥の敗退路
北伐に参加した指導者
北伐に反抗した指導者
日本軍の山東出兵
（1927～28年）

閻錫山

蔣介石

呉佩孚

孫伝芳

張宗昌

張作霖

馮玉祥

長
江

黄

河

日  本  海

東シナ海

中 華 民 国中 華 民 国

朝鮮

フランス領
インドシナ連邦 台湾

天津

北京

南京
上海

京城
旅順

大連

奉天

漢口
武昌
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使いやすい見開き構成
⚫�左ページは、重要語句の穴埋めです。教科書本文にそって、歴史の流れと基本的な事項を
習得できます。→❶
⚫�右ページは、教科書に掲載されている「読みとき」や、資料を用いた問いに取り組みます。
→❷

❶教科書にそって、
内容をわかりやす
くまとめています。
Check欄に重要語
句を記入すること
で、基礎用語の定
着をはかります。

高校日本史ノート
高校日本史　

日探706準拠

自由に使えるノート欄
を設けています。

重要語句は、穴埋
めと赤字の2段階で
整理しているので、
視覚的にも重要度
を確認できます。

❷左ページで習得
した知識をもとに、
資料を用いた問い
に取り組みます。
思考力・表現力が
身につきます。

ご採用特典として
❶本文テキストデータ（Word）
❷解答あり＆解答なしの書籍紙面データ（PDF）
をご提供いたします。
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年間指導計画・評価規準例 （※３単位、年間105時間）

高校日本史

科目全体の評価の観点（指導要領の目標）
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
地理的条件や世界の歴史と関連づけながら総合
的にとらえて理解しているとともに、諸資料か
ら我が国の歴史に関する様々な情報を適切かつ
効果的に調べまとめる技能を身につけるように
する。

我が国の歴史の展開に関わる事象の意味や意
義、伝統と文化の特色などを、時期や年代、推
移、比較、相互の関連や現在とのつながりなど
に着目して、概念などを活用して多面的・多角
的に考察したり、歴史にみられる課題を把握し
解決を視野に入れて構想したり、考察、構想し
たことを効果的に説明したり、それらをもとに
議論したりする力を養う。

我が国の歴史の展開に関わる諸事象について、
よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探
究しようとする態度を養うとともに、多面的・
多角的な考察や深い理解を通して涵養される日
本国民としての自覚、我が国の歴史に対する愛
情、他国や他国の文化を尊重することの大切さ
についての自覚などを深める。

社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ、課題を
追究したり解決したりする活動を通して、広い視野に
立ち、グローバル化する国際社会に主体的に生きる平
和で民主的な国家および社会の有為な形成者に必要な
公民としての資質・能力を育成することを目指す。

教科書：『高校日本史』
副教材：『高校日本史ノート』
　　　　『山川ビジュアル版日本史図録』

学習の到達目標 使用教科書・副教材

節 章 節

配当時

学習内容とねらい

評価の規準

月 授業
時数

授業
時

知識・技能
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価

思考・判断・表現
【評価の方法】

定期考査／提出課題／発問評価／発表・レポート提出

主体的に学習に取り組む態度
【評価の方法】

提出課題／授業態度／発表・レポート提出

第
Ⅰ
部　
原
始
・
古
代

第1章
日本文化のあけぼの

１　文化の始ま
り

4月

4

1
2

①氷河期にアジア大陸から現在の日本列島に人類が渡ってきて、その後渡来した人びとな
どと混血をくり返し日本人が形成されたことを考察する。
②遺跡・遺物など考古学上の知見から、旧石器文化から縄文文化の時代の人びとの暮らし
を考察する。

日本列島における旧石器文化・縄文文化の成立と
変化を、自然環境の変化や大陸からの影響に着目
して理解している。

遺物や遺構など考古学上の知見から、旧石器文
化・縄文文化の社会について考察し、表現してい
る。

黎明期の日本列島の歴史的環境と文化の形成につ
いて考察することを通じて、旧石器文化・縄文文
化の特色を明らかにしようとしている。

２　農耕の開始 3
4

①中国大陸から農耕とそれを支える文化要素が渡来し、日本に本格的な農耕文化が形成さ
れたことを考察する。
②農耕の発展によって私有財産と身分の差が生まれ、集落間の対立抗争からより広域を支
配する権力が形成されたことを、遺跡・遺物の発掘や中国の文献から考察する。
③狩猟社会から農耕社会への変化に着目して、時代を通観する問いを表現する。

水稲耕作や金属器の伝来が日本列島の社会に与え
た影響を理解し、発掘調査成果から得られる情報
を収集して読み取る技能を身につけている。

「クニ」の形成から邪馬台国などの小国の連合につ
いて、遺跡・遺物や「魏志」倭人伝などの文献資料
から多角的に考察した結果を、根拠を示して表現
している。

日本列島における農耕社会の特色とともに、国家
形成につながる社会の変化について考察すること
を通じて、弥生文化の特色を明らかにしようとし
ている。

歴史資料と
原始・古代の展望

①古代社会と海
外との交流

2

5
①中国の歴史書の記事を通して読み取れる情報をもとに、日本列島の倭の小国やヤマト政
権（倭国）と中国・朝鮮半島諸国との交流について、多面的・多角的に考察する。
②古代社会の東アジアとの交流は、ヤマト政権や律令国家の展開に向けてどのように変化
していったか、仮説を表現して展望する。

中国の歴史書の記事をもとに、資料から歴史に関
わる情報を収集して読み取る技能を身につけてい
る。

中国の歴史書の特性を踏まえ、資料を通して読み
取れる情報から、原始・古代の特色について多面
的・多角的に考察し、仮説を表現している。

日本列島における小国およびヤマト政権と中国・
朝鮮半島などとの交流について考察することを通
じて、古代の対外交流の実態を明らかにしようと
している。

②木簡から古代
国家をさぐる 6

①遺跡から出土した木簡の記載内容をもとに、文書主義を基本とする律令制下での中央・
地方と関係や役所の動きについて、多面的・多角的に考察する。
②古代の中央・地方をめぐる租税の物流や地方における漢字文化の広がりについて、仮説
を表現して展望する。

木簡の記録をもとに、資料から歴史に関わる情報
を収集して読み取る技能を身につけ、歴史資料や
遺構の保存・保全の努力が図られていることを理
解している。

木簡の特性を踏まえ、資料を通して読み取れる情
報から、古代の特色について多面的・多角的に考
察し、仮説を表現している。

木簡を資料として活用し、律令国家における漢字
文化の広がりについて主体的に考察しようとして
いる。

第2章
古墳とヤマト政権

１　古墳文化の
展開

４

7
8

①ヤマト政権の成立と発展、中国大陸・朝鮮半島との関係について、各種金石文や文献か
ら考察する。
②古墳文化の特徴を前期・中期・後期のそれぞれについて考察するとともに、その時代の
様子を古墳文化の様々な要素から考察する。
③古墳時代の人びとの生活や信仰、渡来人のもたらした文化について考察する。

中国大陸・朝鮮半島との関係に着目し、渡来人の
もたらしたものが現在の日本文化の基層にあるこ
とを理解している。

諸資料を収集して分析し、ヤマト政権の発展や古
墳文化の特色について、多面的・多角的に考察し、
表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、小
国の形成と連合について考察することを通じ、古
墳文化の展開とのつながりを見出そうとしている。

２　飛鳥の朝廷

5月

9
10

①ヤマト政権の権力争いや大陸文化との関係の変化に着目し、推古朝の政治や外交につい
て考察する。
②飛鳥文化には中国大陸・朝鮮半島との交流の影響がみられることを理解する。

推古朝の政治や飛鳥文化の特色について、中国大
陸・朝鮮半島との関係などに着目して理解してい
る。

仏教の受容や遣隋使・遣唐使の派遣などの大陸と
の交流について、諸資料をもとに考察した結果を、
根拠を示して表現している。

中国大陸・朝鮮半島との関係などに着目して、推
古朝の政治や飛鳥文化の展開についての課題を主
体的に追究しようとしている。

第3章
律令国家の形成

１　律令国家へ
の道

6

11
12

①大化の改新や律令国家が成立するまでの政治過程について、東アジアの変動を踏まえて
考察する。
②律令国家の仕組みや、律令制が日本の歴史に与えた影響について理解する。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響や、
律令制の形成を中心に大化の改新以降の政治過程
を理解している。

律令体制について、政治や地方の動向なども踏ま
えて多角的に考察し、表現している。

隋・唐など中国王朝との関係と政治への影響など
に着目して、律令体制の成立過程とのつながりを
明らかにしようとしている。

２　平城京の時
代

13
14

①日本と東アジアとの関係について、使節や留学生・僧の往来に着目して考察する。
②奈良時代の政治の流れを理解し、その背景について考察する。

平城京における律令体制の整備について、遣唐使
の派遣や地方社会との関わりなどに着目して理解
している。

文献資料をもとに、諸勢力の対立と土地制度の変
容を関連づけて考察し、根拠を示して表現してい
る。

平城京における政治史の流れに着目して、律令体
制の展開に関する課題を主体的に追究しようとし
ている。

３　律令国家の
文化 15

①律令国家の成立期に当たる白鳳文化の形成過程について考察する。
②律令国家の繁栄を背景に成立した天平文化について、国家鎮護を目的とした国家仏教や
唐の影響を強くうけた美術や絵画の特色に着目して考察する。

隋・唐など中国王朝との関係と文化への影響など
に着目して、律令体制の形成と密接に関連する仏
教文化の特色を理解している。

盛唐文化の受容を踏まえ、国史などの編纂や仏教
美術の展開、仏教の興隆による鎮護国家の思想の
誕生などについて考察し、表現している。

隋・唐などの中国王朝から受容した文化を考察し、
政治や社会の動きとのつながりを見出そうとして
いる。

４　律令国家の
変容 16

①桓武・嵯峨天皇による律令制度の建て直しと、その後の政治制度の変質について考察する。
②密教の広まりや、神仏習合などの仏教の日本化が進んだこと、さらに弘仁・貞観文化の
特色について考察する。

平安初期の政治とその後の律令体制の変容につい
て、蝦夷や東アジア世界との関係の変化を踏まえ
て理解している。

桓武天皇や嵯峨天皇の政策に着目して、律令制の
変容について考察し、表現している。

東アジアとの関係の変化や社会の変化を考察する
ことを通じて、文化とのつながりを主体的に追究
しようとしている。

第4章
貴族政治の展開

１　摂関政治

4

17
①９～10世紀にかけての藤原北家の勢力拡大や、律令制支配の衰退と地方支配の仕組みの
変質が中世的な世界を生み出していくことについて考察する。
②東アジアの変動が、日本の対外関係に与えた影響を考察する。

藤原北家の発展過程や地方支配の変化を資料から
読み取り、律令体制の変容の観点から摂関政治を
理解している。

地方支配の変化に着目し、奈良時代の政治や平安
初期の政治改革とも比較しながら、摂関政治の特
質とその後の展開について考察し、根拠を示して
表現している。

唐の衰退による東アジア情勢の変化が日本社会に
与えた影響を考察することを通じて、摂関政治期
の社会の特色を明らかにしようとしている。

２　国風文化 18
①国風文化の成立について、東アジア社会の変動と関連させて考察するとともに、国風文
化が日本の伝統文化に与えた影響について考察する。
②浄土信仰という仏教の新しい動きについて、その社会的な背景とともに考察する。

それまで吸収してきた中国文化をふまえて国風文
化が形成されたことを理解する。浄土信仰が広
まった背景について、諸資料から当時の人々の心
のありようを読み取る技能を身につけている。

国風文化の形成について、国際関係の変化や遣唐
使の廃止などを踏まえて考察し、かなの成立など
が、後の日本文化におよぼした影響について考察
し、表現している。

摂関時代の政治の在り方と文化との関係を考察す
ることを通じて、そのつながりを見出そうとして
いる。

３　荘園の発達
と武士団の成長

6月

19
20

①寄進地系荘園の成立など土地制度が変化したことについて考察する。
②棟梁を中心とした大武士団が成立していく過程や、次第に政治的な力を持つようになっ
たことについて考察する。

武士団の仕組みや武士の反乱、成長などに着目し
て、律令体制や地方社会の変容を理解している。

土地制度の変化について、史料を読み取りながら
考察し、根拠を示して表現している。

国司や地方支配の在り方の変化、武士の出現など、
地方の諸勢力の成長が政治・社会に与えた影響を
明らかにしようとしている。

第
Ⅱ
部　
中
世

第5章
院政と武士の躍進

１　院政の始ま
り

3

21
①外戚関係や人材登用など、後三条天皇が摂関家に遠慮せず改革を進めた背景を考察する。
②院政がどのように成立し、展開したのか、古代から中世への歴史の転換と関連づけて考
察する。

貴族政治や土地支配の変容などをもとに、諸資料
から得られる情報を適切かつ効果的に調べてまと
め、古代から中世の国家・社会の変容を理解して
いる。

武士が台頭する契機や、この時期の土地制度の仕
組みなどを考察し、古代から中世への時代の転換
について根拠を示して表現している。

中世社会の特色について多面的・多角的に考察す
ることを通じて、時代を通観する問いを表現し、
追究しようとしている。

２　院政と平氏
政権

22
23

①院の信任を得て台頭した平氏が、保元・平治の乱を通じて勢力を拡大し、政権を獲得し
た過程を考察し、また、その政権基盤や特色などについて考察する。
②院政期に、どのような文化が形成され、広まったかについて考察する。
③古代から中世への変化について考察し、時代を通観する問いを表現する。

院政期における武士の影響力の拡大や平氏政権の
展開、文化が庶民や地方に広まったことなどにつ
いて、諸資料から様々な情報を読み取り、武家政
権の成立について理解している。

武家政権の権力基盤となる武士の土地所有に至る
変化を考察し、歴史における土地の支配や所有が
もつ意味について多面的・多角的に考察し、表現
している。

古代との比較などを通して、中世では同じ時期に
政治的な力をもつ勢力が複数存在していたことな
ど、中世の特色を探究しようとしている。

歴史資料と
中世の展望

絵画から中世社
会をさぐる 2 24

25
①政治や文化の中心であった中世の京都を描いた絵画作品から、情報を収集して読み取る
技能を身につける。
②資料から適切に読み取った情報をもとに、中世の特色についての仮説を表現して展望する。

3つの絵画を比較して、様々な情報を適切かつ効
果的に調べてまとめ、歴史資料の保存・保全の努
力が図られていることを理解している。

複数の絵画資料に描かれている中世の都大路の様
子を比較した結果について、時代を通観する問い
を踏まえて考察し、仮説を表現している。

中世の京都を描いた絵画資料から得られる情報を
もとに、中世社会の特色について主体的に課題を
見出そうとしている。

※小社HPに全体のExcelファイルを用意しています。

高
校
日
本
史
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指導者用デジタル教科書（教材）
学習者用デジタル教科書

日本史探究

日探705準拠 日探706準拠

⚫�デジタル教科書は「指導者用」「学習者用」ともに［インストール版］［クラウド版］を�
ご用意しています。

⚫�ビューアの基本機能（ズーム表示や書き込み等）は「指導者用」「学習者用」共通です。
⚫�「指導者用」には、授業に便利な独自のアプリ機能がつきます。

※画像は『詳説日本史』のサンプルです。

「指導者用デジタル教科書（教材）」と「教師用指導書 授業実践編 付属データ集」は、それぞ
れ別の商品のため、混同されないようにご注意ください。
⚫�「指導者用デジタル教科書（教材）」は、教科書の電子書籍版に教材アプリの機能がついた
商品です。
⚫�「教師用指導書 授業実

践編 付属データ集」は
紙面PDFや図版データ、
スライド、準拠テスト
例などが収録されたコ
ンテンツ集です。
　 ➡p.28

�
➡p.58

★ご注文の前にご確認ください★

「指導者用デジタル教科書（教材）」と
「学習者用デジタル教科書」の違い

「指導者用デジタル教科書（教材）」「学習者用デジタル教科書」共通機能

検索 用語を入力して掲載ページを検索・
移動します。 道具 タイマー、ふせん、ポインター、リ

ンク貼り付けなどが使用できます。

ペン
マーカー

色、透明度、太さの設定が変更でき
ます。 記録 書き込みをした内容の保存、読み込

みができます。

図形
スタンプ

図形は色、透明度、太さが選べます。ス
タンプは初期登録の素材の他、画像デー
タを読み込んで貼ることができます。

表示設定
全画面表示への切替えや、紙面上の
クリックポイントの表示などの設定
ができます。

消す 消しゴムでの部分消去や全消去、「元
に戻す／やり直す」操作ができます。 ズーム 紙面の拡大表示ができます。

リンク 教科書紙面の2次元コードは動画や文書のアイコンとなっており、動画視聴Webサイトや関連コン
テンツへとリンクします。※オンライン環境が必要です。

「指導者用デジタル教科書（教材）」独自機能

◦地図・グラフアプリ
アプリアイコン がついている地図・グ
ラフは、凡例（領域・矢印など）やデー
タ系列ごとに表示／非表示の切替えがで
きます。必要に応じて、特に説明したい
要素だけを表示することができます。

◦めくり紙アプリ

◦Q&Aアプリ
デジタル紙面の発問の部分をクリック／タッチすることで、問い
かけに対する解答例のスライドを表示することができます。
（問いかけのスライド・解答例のスライドをボタンで切り替える
ことが可能です）

図版の特定の文字を隠す「めくり紙」が設定されているアプリです。
めくり紙の部分をクリック／タッチすると隠れている文字が表示されます。
「全表示」ボタンで、すべてのめくり紙を同時に外すことができます。

教師用指導書 授業実践編付属データ集DVD-ROM

教科書紙面PDF

教科書図版データ

教科書テキストデータ 評価規準例

準拠テスト例

授業用スライド

指導書紙面PDF

JPEG

Word

Word

Excel

PowerPoint

※サンプルは「詳説世界史」より抜粋

指導者用 学習者用サンプル版は
こちら！
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指導者用デジタル教科書（教材）／
学習者用デジタル教科書

日本史探究

⚫�「インストール版」はDVDを納品します。各端末にインストールしてご利用ください。
　※リンク先のサイトに遷移する際は、オンライン環境が必要となります。
⚫�「クラウド版」は各端末のブラウザでクラウドサーバーにアクセスしてオンライン環境にて
ご利用ください。

「インストール版」と「クラウド版」の違い

⚫�（インストール方法①）各利用端末に直接インストールしてご利用ください。
　��※端末インストール（スタンドアロン）はWindows�PCのみの対応となります。

⚫�（インストール方法②）DVD-ROMに収録されているデジタル教科書のデータを学校・教
育委員会等に設置されているWebサーバーにアップロードして各利用端末からアクセスし
てご利用ください。�※ファイルサーバーは動作保障環境の対象外です。

【同一の学校建物内の指導者用端末に限りインストール数の制限なし】

［インストール版］

指導者用／学習者用　　デジタル教科書　商品概要

⚫�小社からライセンス証・学校管理者向けスタートガイドをお送りします。スタートガイド
に沿って初期設定の作業をしていただくことで、完了後、ライセンス証記載のご利用開始
日よりご利用いただけます。
⚫�オンライン環境にて、各利用者端末から当社指定のクラウドサーバーへアクセスしてご利
用ください。

【校内フリーライセンス】

[クラウド版]

指導者用デジタル教科書（教材） 学習者用デジタル教科書

税込み価格
（本体価格）
※ インストール版、
　クラウド版共通

①�教師用指導書授業実践編�付属データ集DVD-ROM付　1冊
②教師用指導書研究編　1冊
③指導者用デジタル教科書

3点セット価格　
定価55,000円（10％税込）

（本体50,000円）

１人につき
定価1,100円（10%税込）

（本体1,000円）

インストール版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）
クラウド版利用期間 教科書ご利用期間内（最長4年間） 教科書ご利用期間内（最長3年間）

ライセンス形態
学校内フリーライセンス
ご購入いただくことで、学校内の指導者用端
末で何台でもご利用が可能です。ライセンス
有効期間は4年間となります。

1ユーザー1ライセンス
必要な人数分のライセンスをご購入いただき、
学習者用端末でご利用ください。紙の教科書の
ご利用期間中はライセンスが有効となります。

利用者端末
動作環境

動作保証環境
◦iPad�OS※　ブラウザ：Safari
◦Chrome�OS※　ブラウザ：Google�Chrome
◦Windows�10/11　ブラウザ：Microsoft�Edge･Google�Chrome

※�iPad�OS・Chrome�OSはクラウド版、または学校内Webサーバー環境のみご利用可能。インストー
ル版（DVD版）の端末インストールはご利用いただけません。

基盤システム
デジタル教科書の提供・表示ビューアの基盤となるシステムとして「みらいスクールプラットフォーム」
（https://www.mirai-school.jp/platform/）を採用しています。
専用のビューアはMicrosoft�Edge、Google�Chrome等のブラウザで動作します。

※�紙の教科書をご採用いただいた場合に限り、対応する「指導者用デジタル教科書」「学習者用デジタル教科書」のライセンスをご購入い
ただくことが可能です。

※本資料のデジタル教科書の画面イメージ・記載内容は開発中の情報を含むため、製品版において変更になる場合があります。

約13,000点の地歴コンテンツが定額制で使い放題！

山川＆二宮ICTライブラリ
Webの 社 会 科 準 備 室

山川＆二宮ICTライブラリは、地理・歴史の教育コンテンツを定額制でご利用できる
Webサービスです。

●簡単検索！
フリーワード検索はもちろん、科目・時代・分野・地域やコン
テンツの種類にチェックを入れるだけで簡単に検索・絞り込み
ができます。また、2022年５月より〈書籍別検索〉機能を追
加。関連するコンテンツのリンク機能も充実し、さらに便利に
なります。

まずは無料トライアルを！
法人向け定額制コースをご検討の学校様には、ほぼすべてのコンテンツを２週間お使いいただける

〈無料トライアルパック〉をご用意しています。詳しくはこちらのサービスサイトをご覧ください。▼

●コンテンツ解説文
画像や動画には解説文がついています。生徒の興味や関心を
引き出すための導入や、プリント作成時の参考文として活用で
きます。

●マルチデバイス対応
ひとつのアカウントで、パソコン・タブレット・スマートフォ
ンなど様々なデバイスからご利用になれます。

ご利用中の先生の声

・�Google動画や自然地理アニメなど活用しています。（東
京都私立高校）
・�指導書を個別に購入するよりもコストパフォーマンスが
よく、価格相応と感じます。（静岡県公立高校）
・�授業準備の時間が短縮されました。マルチデバイスは
便利です。（東京都私立高校）
・�コンテンツがクラウドにあるので、ROMからダウンロー
ド等の手間がなく、大変効率的です。（大阪府私立高校）

これまで190校を超える学校様に
ご採用いただきました！

・地理歴史・公民科にご在籍の先生でしたら何名様でもご利用できます。
・同一敷地内の中高一貫校様は、中学校・高等学校ともご利用になれます。

法人向け定額制コース　77,000円／年（税込）

・クレジットカード決済のみのお取り扱いとなります。
・領収書の発行も可能です。

個人向け定額制コース　  1,320円／月（税込）

料金プラン

https://ywl.jp/service

サービスのお申し込み／
詳しいご説明はこちらから

ICTライブラリ  サービスサイト　検索

図表
年表 スライド

地図 動画

グラフ
統計 プリント
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日本史探究　著作者一覧
（2023年３月現在・五十音順）

高埜　利彦（たかのとしひこ）
学習院大学名誉教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

沼尻　晃伸（ぬまじりあきのぶ）
立教大学教授
日本近代・現代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

村　和明（むらかずあき）
東京大学准教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

高橋　典幸（たかはしのりゆき）
東京大学教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

野﨑　雅秀（のざきまさひで）
東京大学教育学部附属中等教育学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・歴史総合707

山口　輝臣（やまぐちてるおみ）
東京大学教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

多田　万里子（ただまりこ）
埼玉県立熊谷西高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

牧原　成征（まきはらしげゆき）
東京大学教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

湯川　文彦（ゆかわふみひこ）
お茶の水女子大学准教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

豊田　基裕（とよだもとひろ）
東京都立大江戸高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

三枝　暁子（みえだあきこ）
東京大学准教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

吉田　伸之（よしだのぶゆき）
東京大学名誉教授
日本近世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

中家　健（なかいえたけし）
東京都立小石川中等教育学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・歴史総合707

三谷　芳幸（みたによしゆき）
筑波大学准教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

渡邉　宏明（わたなべひろあき）
海城中学高等学校教諭
日本史教育、日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合709
・・中学歴史

會田　康範（あいだやすのり）
学習院高等科教諭
日本史教育
・・詳説日本史
・・高校日本史

大津　透（おおつとおる）
東京大学教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

桜井　英治（さくらいえいじ）
東京大学教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・中学歴史

老川　慶喜（おいかわよしのぶ）
立教大学名誉教授
日本近代・現代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

五味　文彦（ごみふみひこ）
東京大学名誉教授
日本中世史
・・詳説日本史
・・高校日本史

佐藤　信（さとうまこと）
東京大学名誉教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

大熊　俊之（おおくまとしゆき）
埼玉県立不動岡高等学校教諭
日本史教育
・・高校日本史

早乙女　雅博（さおとめまさひろ）
東京大学名誉教授
考古学
・・詳説日本史
・・高校日本史

設楽　博己（したらひろみ）
東京大学名誉教授
考古学
・・詳説日本史
・・高校日本史

太田尾　智之（おおたおともゆき）
東京都立国立高等学校教諭
日本史教育
・・詳説日本史

坂上　康俊（さかうえやすとし）
九州大学名誉教授
日本古代史
・・詳説日本史
・・高校日本史

鈴木　淳（すずきじゅん）
東京大学教授
日本近代史
・・詳説日本史
・・高校日本史
・・歴史総合707

詳しい内容と豊富な史資料
信頼の教科書

詳説日本史

★�各時代・各分野をバランスよく記述、
充実した内容。
★�探究活動に取り組みやすい大きな図
版、豊富な史資料。
★�時代の特色をつかむ多様な問いかけ。

豊富な材料で楽しく学べる
生徒が読んでわかる教科書

高校日本史

★�要点をおさえた、わかりやすい教科書。
★�興味・関心を高める工夫と、豊富な史
資料。

日探705 日探706
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下記データは小社ホームページにアクセスしてご覧ください。

山川出版社ホームページ
収録データ　一覧

●観点別評価集計表
観点別評価の集計に便利なExcelファイルをご用意しました。
学校の先生が実際に使用しているシートです。
ホームページよりダウンロードしてご活用ください！

Topic！

Excel

●日本史探究教科書の紹介ページ
　・教科書の特徴紹介	 ・教科書ダイジェスト版		 PDF
　・内容解説資料		 PDF 	 ・年間指導計画作成資料		 Excel
　・教科書紹介動画

●デジタル教科書
　・商品概要
　・サンプル版

●�山川＆二宮ICTライブラリ��サービスサイト

●教科書の訂正内容のお知らせ

〒101-0047　東京都千代田区内神田1-13-13
TEL 03-3293-8131　FAX 03-3292-6469 https://www.yamakawa.co.jp/

日本史探究の授業展開案は『歴史PRESS』の特集号もご参照ください！
『日本史探究・世界史探究』特集号
・歴史PRESS　No.７　新課程教科書　授業展開案　など
・歴史PRESS　No.８　新課程教科書　授業展開案　など

こちらから
ご覧ください
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